
◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 皆さん、おはようございます。出席委員も定足数に

達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 この際申し上げます。本日は東日本大震災から８年

目にあたり、政府主催の追悼式が執り行われる予定で

す。本市においても、震災発生時刻の午後２時46分に

黙祷を捧げることとなっております。予算特別委員会

の審査中ではありますが、暫時休憩し、黙祷をいたし

たいと存じますので、あらかじめご了承願います。 

 本日の会議は、審査日程第４号によって進めます。

ただ今から、平成31年度予算議案７案件を一括議題と

し総括質疑を行います。なお、この際申し上げます。

今回の総括質疑については、先に議会運営委員長から

ご報告がありましたとおり、質疑、答弁を含めて１人

30分ずつの時間制とし、各会派等の人員に応じて、そ

れぞれ時間配分をいたしましたので、よろしくご協力

願います。 

 また、質疑の順序については、皆様方のお手元に配

付いたしております「予算特別委員会総括質疑時間配

分予定表」のとおりでありますが、時間の差異の調整

については、委員長にご一任願いたいと思います。な

お、各会派等の持ち時間終了の３分前に、委員長より

予鈴をもってお知らせいたしますので、ご協力をお願

いします。 

 重ねて申し上げます。総括質疑に対する当局側の答

弁は、質疑者の時間制約もありますので、簡潔明瞭に

お願いいたします。 

 それでは、直ちに総括質疑を行います。まず、おば

ねクラブの質疑を許します。鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 まず総括質疑、おばねクラブのほうから始めさせて

いただきます。１人目として私、鈴木のほうから行い

ます。私の総括質疑は説明資料、31年度予算案説明資

料に基づきまして全て質疑いたしますので、よろしく

お願いたします。 

 まずはじめに９ページ、①の７番、放課後児童クラ

ブ支援事業につきまして、詳細な説明をお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（本 間 和 弘 君） 

 それではお答えいたします。詳細な説明ということ

で、市内放課後児童クラブですが、市内８クラブ、尾

花沢第１Ａ、第１Ｂ、尾花沢第２、第３、宮沢、常盤、

福原、玉野の計８クラブでございますけども、この運

営に関わる事業経費でございまして、主な支出項目は、

業務委託料3,154万7,000円となります。あとは以下消

耗品等になります。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 前にですね、尾花沢放課後第３児童クラブを増設し

た時にですね、定員のほうまで、私のほうも目を配っ

ていなかったんですけども、この放課後第３児童クラ

ブが増設されて、尾花沢の定員というのは何名増えた

んでしょうか。説明お願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（本 間 和 弘 君） 

 尾花沢第３放課後児童クラブ、今年度ですけども、

定員は20名というふうなことで進めておりました。た

だ申込関係も併せて現在、こちらのほう、部屋もちょ

っと狭いものですので、16名を入れております。以上

です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 今回新年度、４月からの予定としましては、第１と

第２のほうが現有の、今の預かっているお子さんの数

が少し減りまして、第３のほうの定員のほうが、前回

から５人ずつ確か減る予定になってたと思いましたけ

ども、そのトータルして、第１、第２、第３で増減は

どれぐらいだったでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（本 間 和 弘 君） 

 来年度定員としましては、105名を予定してございま

した。一般質問のほうでもお答えいたしましたけども、

いろいろなさまざまなものを加味しまして、104名とな

ってございます。昨年度は定員がですね、120名として

おりましたですけども、やはりかなり狭く、なかなか

目が届かないというふうなこともございましたので、

今回105名の定員に減らしたところでございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 この第３放課後児童クラブ、定員確か15名でありま

す。第１と第２のほうが５名ずつ減りまして、第３が

15名ということは、第３を作って、尾花沢に関しては

５名しか増えていなかったということになります。

我々議員もですね、こういう部分に気を付けて質疑で



あったり、一般質問の場合だったら質問を行わなけれ

ばならないのかなと、私も反省してるところではあり

ますけれども、第３ができた時点でですね、安心せず

に、この定員のほうにも、今後とも議員のほうも目を

配っていきたいと思いますので、行政のほうでもよろ

しくお願いしたいと思います。 

 次に移ります。11ページ、ナンバー18番の中学校ス

クールバス運行管理費について、詳細な説明をお願い

します。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（山 口 清 孝 君） 

 中学校スクールバスの運行管理費につきまして、ご

説明いたします。学校の統廃合に伴います宮沢地区と

常盤地区の生徒を尾花沢中学校のほうに通学するため

のスクールバスの運行費となっております。管理する

台数としては３台になります。３台の燃料費、それか

ら定期法定検査の費用、それから業務委託料となりま

す。燃料費が105万5,000円、備品修繕費が114万2,000

円、それから業務委託費が1,246万5,000円です。業務

委託の中には、登下校の際のスクールバスと、それか

ら校外学習、あとは休日部活動、あるいは部活動の大

会出場等への送迎が含まれております。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 ただ今説明ありましたように、休日部活動などでバ

スの運行管理、校外のほうに行く時に使っているんで

すけども、こちらですね、ＰＴＡの方、保護者の方か

ら大変好評な、スクールバスの使い方だというふうに

伺っています。ぜひですね、こういった市民の方の声

を聞いて行うことだと思いますので、こういったこと

をですね、ぜひ大事にしていただきたいと思います。 

 次に13ページ、ナンバー34番、高齢者運転免許証自

主返納支援事業について説明をお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（小 関 嘉 行 君） 

 お答えいたします。高齢者運転免許証自主返納支援

事業でございますが、こちらのほうは、いわゆる免許

証を返納された方に対しまして、返納後の交通支援を

行う目的によりまして、今現在、29年度から支援内容

のほうを拡充させていただきまして、今現在２万円相

当分のタクシー利用券、またはバスの回数券を贈呈い

たしまして、高齢者の交通支援を行っているものでご

ざいます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 このタクシー券なりの支援の事業ですけれども、自

主返納したその年にいただけるものであるんですけれ

ども、翌年度もこの券というのは使えるんでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（小 関 嘉 行 君） 

 お答えいたします。今現在贈呈しておりますタクシ

ー利用券でございますが、免許証の返納という目的に

沿いまして、利用期限というものを設けてございませ

ん。そういったことで、その返納された方が利用した

い時にいつでも利用できるような形に贈呈していると

ころでございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 遠方の方、私なんかは比較的遠方のほうになるかと

思うんですけれども、遠方に住んでいる方というのは、

この２万円分のタクシー券をいただいて、免許証を返

納した際に、返却した以降に、市内の病院なんかに通

院する際に使うことが想定されるわけですけれども、

数回通院してしまうと、この分は使い切ってしまいま

す。そうすると、次の年、さらには翌々年から通院す

ることがなかなか難しくなってしまうのかなと、私は

感じています。解決策というのは、すぐには見つから

ないとは思うんですけども、この免許証を返納した時

だけの支援ではなくて、やっぱり恒久的な支援が必要

になってくると思われますので、今後行政と一緒にな

って、私も考えていきたいと思います。 

 続きまして16ページ、ナンバー55番、峰岸堰改修事

業についてお伺いします。詳細な説明をお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 峰岸堰の改修の関係でございますけれども、峰岸の

頭首工をはじめ、それにつながります農業用排水路、

用排水路ですね。こちらのほうの改修を行いまして、

安定的な用水を確保するというふうな事業でございま

す。29年度まで実施設計発注しておりまして、30年度

事業が認可されまして、31年度から事業に着手すると

いうふうな中身になってございます。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 



 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 この峰岸堰の改修事業、地元のほうでも大変心待ち

にしている事業であります。計画的に本年度まで進ん

できた事業だと思います。今後とも計画に沿ってぜひ

進めていただければと思います。よろしくお願いしま

す。 

 続きまして17ページ、61番、有害鳥獣対策事業につ

いてお伺いします。詳細な説明をお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 有害鳥獣対策でございますけれども、これまで、サ

ルとか、クマとか、イノシシというふうなことで、農

作物被害が多発しておる状況でございます。これに対

応するため、有害鳥獣の対策専門員を配置したりとか、

猟友会の皆さんと一緒になって有害駆除、あるいは個

体調整を行っておるものでございまして、今年度も実

施させていただきます。また、有害鳥獣駆除というか、

防ぐために有効と思われます電気柵の設置補助、県の

補助を受けまして、40箇所、市の単独として10箇所と

いうふうなことで、こちらのほう補助金も準備させて

いただいております。 

 またあと、狩猟免許の関係につきましては、以前で

すと年齢制限を設けさせていただいておりますけれど

も、狩猟免許取得にあたりまして、制限設けるのはい

かがかというふうなご提案もいただきまして、今回年

齢制限のほうは撤廃しておるところでございます。 

 あと併せて、南東北３県、山形、宮城、福島で構成

されております、南奥羽鳥獣被害広域対策協議会、こ

ちらのほうにつきまして、大型の捕獲用の檻の導入と

いうことで150万円ほど、事業費も計上させていただい

ておるところでございます。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 この事業ですけれども、予算拡充をしているわけで

すけども、この特に拡充した部分について、もう少し

さらに説明お願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 先ほど申し上げました、捕獲用の大型の檻の導入と

いうことで、こちらのほう、５ｍ×８ｍぐらいの囲い

罠になりますけれども、こちらのほう、移動が可能な

捕獲用の檻になってございます。県内では山形市、東

根市等で導入されておりまして、実績がある檻だとい

うことで、近年尾花沢でもサル被害が出ておりまして、

これを設置するというふうなことで計画してございま

す。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 ぜひ拡充させる予算ですので、有効的に活用してい

ただければと思います。 

 次に移ります。同じ17ページの65番、里山林整備事

業について説明をお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 里山林整備事業でございますけれども、平成25年か

ら実施しておりまして、やまがた緑環境税を活用した

里山林の整備というふうなことで、景観の整えること

と併せまして、野生鳥獣との境界を明確にする、明確

化を図るバッファゾーンというふうな形で整備するも

のでございます。30年度は細野のほうで実施させてい

ただきまして、来年度、31年度につきましては、下柳

を予定しておるところでございます。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 細野地区のほうも大変景観も良くなりまして、有害

鳥獣の出没件数が増えたか、減ったかという統計はち

ょっと取ってはいませんけれども、大変良い事業だと

思います。25年度から実施している事業でありますけ

れども、現在行われていない地区というのは、残って

いる地区というのはあるんでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 25年が寺内、26年が常盤小学校の裏手、27年が宮沢

小学校、28年が寺町集落のほうでやってございまして、

29年度が福原中学校の周辺でやってございますので、

まだまだ境界というふうな形で整備するには、まだま

だ全部は終わっていない状況です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 今列挙していただきました場所というのは、いずれ

もですね、地元の方が大変鳥獣に困っている地区かな



と思います。重点的にその地区を先に整備していただ

いたということでありますので、ほかの地区に関しま

しても、継続的に事業が行われればいいのかなと感じ

ます。ぜひよろしくお願いします。 

 続きまして、ページのほう少し飛びます。21ページ、

95番、地域一斉除排雪推進事業について詳細な説明を

お願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 建設課長。 

◎建設課長（近 藤 二 弘 君） 

 お答えいたします。地域一斉除排雪推進事業でござ

います。継続事業でございますけれども、住民と市が

協力、連携して、集落等が行う。集落等が地域住民の

共助による一斉除排雪作業を行う場合に、１集落あた

り上限20万円を補助するものでございます。来年度、

平成31年度については、３箇所分の60万円を計上して

いるところでございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 この一斉除排雪事業のほうもですね、市民の方から

大変好評な事業だと思います。ただ、３箇所分の予算

でありますので、要望が５箇所出れば５箇所実施する

というような意気込みでこの事業、ぜひ取り組んでい

ただきたいと思います。今年度は継続ですけれども、

来年度以降拡充できるように努力していきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 続きまして22ページ、市道補修工事について詳細な

説明をお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 建設課長。 

◎建設課長（近 藤 二 弘 君） 

 お答えいたします。市道補修工事でございますが、

市道の舗装補修、側溝、水路、グレーチング、ガード

レール等の補修を行うものでございまして、毎年各地

区から要望が出ているものでございます。平成31年度

については、舗装補修については約140箇所、あとライ

ン工事等が40箇所、あとカーブミラー、側溝、水路補

修、グレーチング補修など合わせまして40箇所程度を

考えているところでございます。以上でございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 我々の住んでいる地域は、除雪を冬になると行わな

ければならない地域です。除雪車、ブルドーザーとい

うのは、大変大きくて重たい車両になりますので、春

先になるとどうしても、舗装している道路が陥没して

しまったり、ひびが割れてしまったり、またはカーブ

ミラーなどの人工設置物なんかにも影響を与える場合

も、少なからずあるのかなと思います。この部分を補

修していくということでありますけれども、前年度140

箇所、まだまだこれで足りずにですね、陥没箇所もあ

るかと思います。ぜひこういった予算ではですね拡充

していただいて、市民生活に支障が出ないように今後

取り組んでいただきたいと思います。 

 続きまして23ページ、110番、不良住宅除却促進事業

補助金、新規事業になりますけれども、詳細な説明を

お願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 建設課長。 

◎建設課長（近 藤 二 弘 君） 

 お答えいたします。不良住宅除却促進事業補助金に

ついてでございますが、来年度からの新規事業でござ

います。住宅が危険な状態にあることを放置すること

が原因で、周囲に被害が及ぶことを未然に防止し、誰

もが安心して暮らせるまちづくりの推進に寄与するた

めに、来年度から新規事業として実施するものでござ

います。まず補助対象となる住宅でございますが、不

良度の測定を行って、本当に解体の必要があると判定

された住宅になります。補助金ですけれども、解体費

用、除却費用の８割で、上限100万円でございます。来

年度については３件分の300万円を見込んでおるとこ

ろでございます。以上でございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 不良の判断は測定を行ってということでありますけ

ども、これは建設課のほうに申請をする形になるかと

思いますけれども、その測定の判断というのはどなた

が行うんでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 建設課長。 

◎建設課長（近 藤 二 弘 君） 

 建設課のほうに申請いただきまして、これは専門的

な知識を有する方が必要でございまして、職員でもそ

ういった資格を有する方がございますし、その方にお

願いするか、もしくは専門の業者に委託するかになる

かと思います。以上でございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 



◎鈴 木 裕 雅 委員 

 専門の業者さんに委託した場合というのは、補助100

万円×３棟分ですので、この100万円のほうから支出

するという形になるんでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 建設課長。 

◎建設課長（近 藤 二 弘 君） 

 委託した場合の対応でございますけれども、基本的

には職員で、資格を持っている職員にお願いしてやっ

ていきたいと考えています。ただ、まだその辺の調整

がついてない、これからの新規事業でございますので、

もし万が一委託が必要となった場合は、改めて予算の

ほう計上させていただきたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 豪雪地帯である尾花沢市にとりまして、大変重要な

新規事業だと思います。今までなかったのが不思議な

くらいです。それを菅根市長自ら、力を尽くされて新

しい事業を作ってくださったということだと思います

けれども、これをですね、ぜひ今後活用して、尾花沢

市の街並みをぜひきれいに整備していければなと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 次に24ページ、120番になります。耐震性貯水槽設置

事業について、詳細な説明をお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 消防署長。 

◎消防署長（折 原 幸 二 君） 

 耐震性貯水槽設置事業についてお答えをいたします。

この事業に関しては、国の消防防災施設整備費補助金

を活用しまして、毎年計画的に設置を進めている事業

であります。来年度、平成31年度に関しましては、横

町と九日町に設置を予定しているものであります。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 非常に重要な設置事業であります。計画的に今後と

もぜひ進めていただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

 次に25ページ、130番、新加工品開発事業について、

詳細な説明をお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 こちらにつきましては、尾花沢スイカの加工品の試

作業務委託30万円と６次産業化総合支援事業費補助金

60万円で構成されておりまして、スイカのパウダーを

作成したりとか、６次産業を目指す方々への機器導入、

あるいはＰＲ用のラベル作成とか、いろいろな形で使

っていただいておるものでございます。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 ６次産業における新商品開発への支援というふうに

明記されているんですけども、これは具体的にどのよ

うな支援になるんでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 30年度であれば、６次産業、道の駅等に産直で出さ

れております商品の乾燥をさせる機械の導入とか、あ

といろいろな加工食品を作るにあたりまして、機器を

導入するというふうなものがほぼ、ほとんどでござい

ます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 加工食品を作る際の器具なりですね、商品化するに

あたってのラベルを作るような機械だったり、ラッピ

ングする機械だったりということかなと理解しました。

ただですね、こういった機械は特殊な機械になりまし

て、なかなか高価なものが多いかと思います。大きさ

にもよると思うんですけれども、こういったものを個

人が補助金を使って購入して、例えば乾燥させて商品

化する場合に失敗したなと、乾燥させて商品化するこ

と自体がうまくいかないなといった場合にですね、こ

の機械をどうしたらいいか。個人の場合は持て余して

しまうという形になると思います。ぜひですね、一般

質問なんかで、多くの議員のほうからそういった、誰

もがお試しで使えるような機械を設置してはどうかと

いう提案もありましたので、ぜひそういったことを参

考にしていただきながら、この事業を活用していただ

きたいと思います。 

 次に26ページ、139番、車両ラッピング観光ＰＲ業務

委託について、詳細な説明をお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 ラッピングバスについての質問であります。お答え

いたします。今仙台市営のバス２台についてラッピン



グをしております。運行開始から今年で３年目を向か

えておりますので、このシールの耐用年数が２年から

３年というふうな形で、だいぶ発色も落ちてきており

ます。１台分のラッピングを更新してリニューアルす

るという部分の費用が昨年よりも100万円追加で組み

込まっております。また、拡充といたしまして、新た

な取り組みとしてですけども、市内の運送業者のパネ

ルトラックのパネルの部分ですね、そこにフルラッピ

ングで首都圏方面等の貨物の輸送の際に、本市をＰＲ

していただけるような形での事業に取り組んでいきた

いと思っております。以上であります。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 新たに輸送トラック、首都圏のほうに向かうトラッ

ク、首都圏から山形に戻ってくるトラック、そのコー

スを走るトラックのほうにラッピングを施していただ

けるということなんですけども、これは何台行う予定

でしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 ラッピングの台数につきましては、今のところ１台

分を予定しております。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 県内国道を走っていますと、他市町村のラッピング

バス、会社のラッピングバスというものもあると思う

んですけども、多く目にするようになってきました。

ぜひですね、１台ではなかなか効果が生まれにくいか

なと思いますので、今後拡充していただいて、台数も

どんどん増やしていければなと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 次に136番、同じ26ページになります。商業店舗活性

化事業について、詳細な説明をお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 商業店舗活性化補助金等についてです。これにつき

ましては、例えば小売業、宿泊業、飲食業、または理

容、美容業等の事業者に対してですけども、内装、外

装のリニューアル等、または新規出店についての支援

をしております。その際、新規出店の場合につきまし

ては、100分の30で上限を50万円、リニューアルについ

ては100分の30、同じですけども、上限を30万円という

形でしております。以上であります。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 継続事業ですので、昨年度のものもどれぐらい行っ

たのかというのはあると思うんですけども、新規出店

やリニューアル、空き店舗の活用といったもの、どれ

ぐらい前年度あったんでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 お答えいたします。昨年度29年度でありますと、新

規で１店舗、リニューアルで３店舗、今年度の今のと

ころですけども、リニューアルで２店舗の利用があり

ます。以上になります。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 商店を営む方がリニューアルでしたり、新規で出店

する際というのは、多額の費用がやはり必要になって

くるかと思います。こういった支援というのは商業を

行う方にとって、とても大切な事業になると思います

ので、ぜひ今後とも継続していただいて、皆さんの力

になれればと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 次に27ページ、146番になります。福原工業団地ＰＲ

事業について、詳細な説明をお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 福原工業団地のＰＲ事業になります。これにつきま

しては、パンフレット、ポスターの作成を考えており

ます。今現在、新規の立地があった企業に対してのポ

スターについては、今の現状の航空写真等が入ってい

ない状況です。一昨年度、１店舗新規立地がありまし

たので、それ以降の写真パンフレットの作成です。ち

ょうど尾花沢インターチェンジもちょうど開通してお

りますので、それも含めてた方向からの写真をぜひ空

中写真も撮りながら、ポスター、パンフレットの作成

に向けたいと思っております。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 パンフレットやポスターの作成ですけれども、どの



ように活用していくお考えでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 お答えいたします。活用方法になりますけども、主

にやっぱり訪問して、いろんな企業へのＰＲというの

が、本当の今の一番のＰＲ方法だと思っております。

また、仙台、または東京等でのそういう企業立地のＰ

Ｒの会もあります。ただその際につきましては、いろ

んな意味で多めに撒くことになるんですけども、やは

り一番はその企業訪問をとおしたＰＲ活動で、この際

はやはり最新のポスター、またはパンフレットという

のは、なくてはならないものなのかなというふうに考

えております。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 鈴木裕雅委員。 

◎鈴 木 裕 雅 委員 

 紙媒体のポスターやパンフレットの活用というのは、

今までどおり大切なことだと私は思っています。紙媒

体を行いながら、電子媒体というものもこれから活用

していければ、さらに良い事業になるんじゃないかな

と思いますので、お願いしまして、私のほうからの質

疑を終わりたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 それでは引き続き、総括質疑を行います。 

 尾花沢市元気な農業支援事業、説明資料15ページ、

新規参入農業者、担い手農業者の５年間の推移をお聞

きします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 お答えいたします。市の単独であります、元気な農

業支援事業、こちらのほう活用しました新規参入農業

者でございますけれども、これまで４件、５名がこの

事業を活用されております。また、これとは直接関係

ございませんけども、国の助成事業でございます、農

業次世代の関係でございますけれども、これにつきま

しては、平成25年から含めますと、全部で17名の方が、

国の事業と市の単独事業合わせますと17名の方が活用

されて、就農されてございます。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 尾花沢市の農業が本当に安定的に推進していくため

には、新規農業者がどの程度参入されれば好ましいの

か。また農業を取り巻く環境づくりも大変重要かと思

われます。どのように行われておりますかお聞きいた

します。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 新規就農者がどれだけ必要かと申されますと、我々

とすれば、農業の担い手となります方々がご高齢にな

ったりとか、離農されている現状を考えれば、１人で

も多く就農していただけるのは望ましいというふうに

考えてございます。平成30年度からスイカづくり体験

会なんかも企画しながら、新規就農を目指す就農者を

育てていくということで、このスイカづくり体験会を

体験された方が、ご夫婦で新規就農されたというふう

なことでございますし、来年度も引き続き、こういう

ふうな、いきなり就農というのは難しいかと思います。

どういうふうな作業があって生産されているのかとい

うふうなことを体験しながら、ともに育てていくとい

うふうなことで考えてございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 私今ちょっと質問した内容なんですけど、農業を取

り巻く環境づくりというのは、やはり農業して、なん

と言うか、面白いな、あるいは好きになったと、そう

いうふうな環境づくりというは欠かせないと思うんで

す。それをどのように行っているのかお聞きしたいん

ですけれども。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 農業が楽しいというふうにするためには、やっぱり

農業が魅力あるものでなければならないかと思います。

それには、儲かる農業というふうなことで、市長が一

般質問の中でもご答弁されておりますように、魅力あ

る農業にしていくのが一番の近道なのかなと。それが

また一番大変なことでありますので、市としても、で

きる限り、いろいろな方法を研究しながらともにやっ

てまいりたいというふうに考えております。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 私としては、仲間づくりや農業者の同じような考え



方の人たちとか、作物をとおして、いろんな研究して

邁進していくと、そういうふうなとらえ方の、なんと

言うか、推進なんていうのはやっておるのかなとお聞

きしてるんですけれども、それでは、新規就農者が理

想的な農業経営を行うためには、推奨される農作物は

いかほどの面積を作って作付けして、１人の農家が自

立する経営が可能かお聞かせください。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 我々のほうで今進めておるものにつきましては、ス

イカというふうなことで、新規就農の方にはお進めて

しております。なぜならば、作業機械、設備関係が少

ない投資というか、農機具関係も、水田であればトラ

クターから田植機、いろいろな、それぞれの作業によ

りまして、機械が変わってきます。そうしますと、設

備投資もそれなりに掛かるというふうなこともござい

ますので、尾花沢ではスイカというふうな形でご案内

させていただいております。また先ほどございました、

若い仲間での集まりというふうなことについて、尾楽

田の会というふうなことで、スイカ作りだけでなく、

若手農家の方々がグループを作ってございまして、こ

ちらの中で、いろいろな形で情報交換なんかもしなが

ら、ともに教え合いながら活動してございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 やはり農家するには、１人の農家の農作業の限度が

あると思うんです。それで、どれぐらいの面積がスイ

カでは作付して、その収入はどれぐらい得られている

のか。それのことをお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 先の一般質問の中でもお答えしてございますけれど

も、スイカであれば１反歩で40万円ほどの所得になり

ます。ですので、１町歩作れば400万円というふうにな

りますけれども、品質等も含めまして、安定したもの

を目指すというふうになるならば、大体５反歩が１人

でできる目安というふうに言われておりますので、５

反歩スイカを作付すれば200万円というふうな形にな

りますので、それだけでの所得で１人で暮らしていけ

るかと言われれば、まだまだいろいろなものを組み合

わせしながら、農家所得を増やしていくことが必要に

なってくるかと思います。ただ最初からハードルを上

げてしまうと、ちゃんとした作りができないというふ

うなこともございます。そこは徐々に徐々にステップ

アップしていけるように、また我々も新規就農の方に

対して機械導入関係につきましては、元気な農業支援

事業とかもありますので、導入に際しては、そういう

ふうな助成事業も活用していただくというふうなこと

で、ご案内してまいりたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 それではですね、尾花沢市の農作物別の経営指標は

策定されておるんでしょうか。また、作成されておれ

ば概略で結構ですので。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 これも先の一般質問のほうでお答えしておりますけ

れども、ＪＡみちのく村山さんのほうで、それぞれの

作物ごとに収入と所得というふうなことで、計算され

たものはございます。ただ、尾花沢市単独で、そうい

うふうな指標というふうなものは、市単独では作って

ございませんで、山形農業支援センターのほうでは、

このような冊子作ってございまして、それぞれの作型

と合わせて、だいたいどれぐらいの所得が見込めるか

というものが作成されてございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 先の８日の一般質問の中で、600万円の所得を得る例

として挙げたのが、確か水稲3.5ha、スイカ１haと答弁

されたと思いますが、所得率と事業用経費はいかほど

の試算と見ておるんでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 10a当たりの農業所得といたしまして、スイカであれ

ば40数万円、水稲であれば４万円というふうなことで、

農業所得のほうは見込んでございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 儲かる農業経営を推進しております本市ではですね、

先の一般質問の答弁の例として一例挙げられましたが、

尾花沢で農業始めれば自立農業経営ができますよと言

える、もっと良い例がほかにありましたら、お願いい



たします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 先ほども何度も繰り返して、大変申し訳ございませ

ん。我々としては、新規就農するにあたりまして、設

備投資が最小限になるような作型といたしまして、ス

イカをお薦めしておるところでございます。その中で

自力を付けていただきまして、例えば周年農業という

ことで、冬もできるような山菜づくりとか、その辺は

今後の成長次第、あと手元に残る原資の部分がある程

度たまった段階で新たなものを目指していただくとい

うふうなことで、最初から欲張った指導はいたしかね

るのかなというふうに思っております。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 先ほど５年間の推移をお聞きしましたが、基幹産業

であります本市の農業の維持発展に結び付ける労働効

率の良い、儲かる農業経営推進が本当に必要と思われ

ます。先の一般質問で、青野議員の中の資料でありま

すけれども、10年間で500件以上の農家戸数が減少して

おります。本市の最重要課題であります人口減少の歯

止めをするには、農業の振興策の具体的で明瞭な振興

策が望まれているのではないかと思います。現状打破

するには、今現在の一般的な農業振興策ではちょっと、

農業活性化に結び付けるのはちょっと困難ではないか

と考えられますけども、尾花沢市独自の抜本的な農業

振興策が不可欠と思われますけれども、どのようにお

考えでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 人口減少につきましては、農業の衰退だけが一因で

はないかとは思いますけれども、とにかく新規就農、

１人でも多く育てて、尾花沢で農業をやって、それで

生活できるようなことをＰＲできるように、我々も一

生懸命研究しながら、指導してまいりたいと思います。 

 ただ、今の状況でいいんですか、と言われた場合、

今のところ、じゃあこうしますというところが、今こ

の場で思い浮かぶものがなかなかございませんけれど

も、ともにそこら辺は勉強しながら、新たな農政とい

うふうなことで、お示しできるようにがんばってまい

りたいと思いますので、よろしくお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 確かに人口減少の歯止めが、農業後継者育成だけで

はございませんけれども、私は基幹産業である本市の

農業後継者が、やっぱり大きな人口減少の歯止めに最

も重要ではないかなと、そういう施策、推進策が最も

重要であると考えております。尾花沢で栽培された農

作物というのは、やっぱりどこと比較しても私は世界

一番と、そういうふうに、おいしさを自負しておりま

す。本市農家の農業技術の高いのはもちろんでござい

ますけれども、自然環境がおいしい農作物ができる要

因ではなかろうかと考えられます。尾花沢で農業をや

れば日本一、世界一の農業経営ができると。自然環境、

農業技術は整っておるんです。あとは農業が、基幹産

業である本市にとって、農作物にもっと付加価値を高

める施設、アグリパークとか、あるいは農業研究施設、

そういうのが必要と思われます。先の一般質問でも施

設の設置が重要であるというふうなことが毎回数名の

議員の中から提案されております。農業情勢が本当に

目まぐるしく変動している中で、やっぱり専門的な研

究所となしうる、なんと言うか、施設の中で、手厚い

布陣の中で考えていくべきと思われます。市長、並び

に担当課では、検討しますで終わるのか、付加価値の

高い農作物推進、尾花沢のさらなる活性化、人口減少

の歯止め策として、前向きに施設設置に向けて取り組

むのか、お願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 一般質問の中でも、市長答弁してございますけれど

も、アグリパーク、すばらしい施設がよその県にはい

っぱいあるようでございます。青野議員からはネット

でなくて、現場を見て勉強せよ、というふうな励まし

もいただいております。そういうふうなことをしっか

り学びながら、尾花沢で本当にその施設を設けること

によって、どれだけの経費が掛かるのか、どれだけの

需要があるのか、ランニングコストも含めまして、十

分研究していかないと、作ったけども使う人がいなか

った、というふうなことも最悪の場合考えられます。

そこら辺は十分研究させていただきたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 ぜひ本当に、尾花沢で農業して良かったと、やっぱ

りそういうふうなものをしていくために、ぜひ前向き



に考えていただきたいなと、そのように思っておりま

す。 

 それでは本市のブランド米、雪きらりの作付け面積

の流れをお尋ねいたします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 雪きらりでございますけれども、平成30年度につき

ましては、ＪＡさんのほうの種籾の注文状況から考え

ますと、約42haというふうになってございます。農協

さんのほうでも、雪きらりのほうに、あきたこまちか

らシフトしたいというふうな考えをお持ちでございま

して、農家さんのほう回っておりまして、来年度の種

籾の注文をとってございます。それを面積換算いたし

ますと、120haほどの面積、約３倍になるというふうな

予定でございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 せっかく本市のブランド米として、雪きらりという

ふうな名前で、私も食べたんですけど、大変おいしい

米であります。やはりもっとやっぱりブランド米と推

奨するからには、これぐらいの伸びではちょっと足り

ないのかなと思われますけども、もう少し何か伸び悩

んでいる原因がほかにあるとしたら、どういうふうな

ことを考えられますでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 これまでは約40haということで、来年度からは３倍

に伸びる予定でございます。農協さんのほうでも、大

口の取引先のほうを今探しておりますので、そういう

ふうなことで、山形95号、尾花沢では雪きらりという

ふうな形で、ブランド名で出させていただいておりま

す。あと生産者の皆様も、板橋のハッピーロードのほ

うで試食販売を頑張ってございますので、機会をとら

えながら山形95号、雪きらりのＰＲに努めて、作付の

ほうも増えていけばいいなというふうに思っておりま

す。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 武田佳久委員。 

◎武 田 佳 久 委員 

 本当に雪きらりの本市のブランド米、大変おいしい

米でありますので、ぜひやっぱりせめて総面積、尾花

沢の３分の１、30％ぐらいまで足してほしいものだな

と思っておりますので、よろしくお願い申し上げ、私

の総括質疑を終わります。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 大類好彦委員。 

◎大 類 好 彦 委員 

 それでは続けさせていただきたいと思います。 

 はじめに14ページ、１款３項１目、軽自動車税につ

いてなんですけども、昨日、一昨日、一般質問の中で

も和田議員のほうから、指定管理のほうで歳入歳出、

一般家庭で言えば、収入支出ということで、市のほう

でも歳入、入ってくるものと出ていくもの、これは単

純なことではありますが、いくら入ってきて、いくら

出ていくのか。それで赤字、黒字になっていくと。そ

ういうことで、尾花沢市でも入ってくるところがある

程度見込まれてはいるんですけれども、軽自動税のほ

うについては、市長の施政方針の中でも今回出てまい

りましたけども、どんどんどんどん人口が減っていく

中、軽自動車税の自動車も、軽自動車も減っていく。

しかしながら、ちょっと新車になってからは２割程度

税金が上がるということで、何とか持ちこたえている

ような状況はありますけども、そういった見通しを考

えて税のほう、どのようになっているか、ご答弁お願

いいたしたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（小 関 嘉 行 君） 

 お答えいたします。軽自動車税の今後の見通しとい

うことでございますけども、軽自動車につきましては、

いわゆる市民の方が所有している軽自動車、いわゆる

課税台数が課税客体となります。ここ数年であります

が、課税台数のほうが年々、少しずつ減少していると

いうことでございます。なお、税率につきましては、

平成27年４月１日以降購入した車両につきましては、

これまでの税額よりアップしている税額となっており

ます。また、新規登録から13年を経過した重課車両と

いうものがございまして、こちらのほうも通常の税率

よりも1.5倍程度高額な税額になっているということ

でございますが、課税台数そのものが減少傾向にある

わけでございますが、そういったところで、13年経過

の重課分、そういったところの台数が増えてくるとい

うことになれば当然税収のほうにも影響してくるのか

なというふうなことで考えてございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 大類好彦委員。 

◎大 類 好 彦 委員 



 了解いたしました。続きまして20ページ。12款１項

７目、芭蕉、清風歴史資料館の入場料について、入館

料についてですけれども、私ごとではございますが、

今ちょっとボランティア団体の会長とか役員をさせて

いただいておりまして、県内各地で会議に行かせてい

ただいております。酒田のほうや天童、山形、上山な

ど行っているんですけども、その時にやはり、早く着

いたり、日中であれば早く終わった時など、いろんな

資料館や博物館などを見させていただいております。

例えば本間美術館とか天童にも何箇所かあるんですけ

ども、天童のある美術館、資料館に行きましたところ、

天童には３箇所あるから、３箇所買うと、例えば千円

の券３枚が2,000円になるとかという割引があって、３

枚買いませんか、というふうに勧められました。なる

ほど、こういうふうにすれば３箇所周りたいなという

ふうに思うようになります。尾花沢の資料館のほうは

確か入館料が200円ということですけども、どこに行っ

ても200円というような安い、安価な値段のところはあ

りません。やっぱり最低でも500円、800円、1,000円と

いうところが今美術館など、資料館などでは多いと思

います。やはり1,000円でも入ってみたいなというもの

がないとやはり、芭蕉、清風歴史資料館にも入ってく

れないなと。200円、安いから入る、安くても入らない、

逆に、何か見たいものがなければ安くても入らないと

思うんですね。この間、３月３日でしたか、ひなまつ

りということで、芭蕉、清風歴史資料館のほうで雅楽

の演奏をしてきました。その時は有料だったんですか

ね、10人、20人程度のお客さんがその時入ってくださ

ったようであります。そういういろんな努力、工夫を

しながら、資料館の入館者ですか、アップしていかな

くてはいけないと思うんですけども、どのようにお考

えですか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（五十嵐 満 徳 君） 

 入館料の金額の件につきましては、確かに尾花沢の

芭蕉、清風歴史資料館につきましては、大人200円、子

ども100円という入館料になっております。近隣の市町

村の入館料を見てみますと、大石田の歴史民俗資料館

につきましては入館料200円でございました。また、村

山市の最上徳内記念館につきましては300円、河北町の

紅花資料館につきましては400円の入館料でございま

した。確かに尾花沢の資料館につきましては、200円と

いうことで、安価な入館料になっておりますけれども、

委員仰るとおり、資料館の中の展示品のものの価値観

もございます。以前資料館につきましては、芭蕉が書

いた手紙なども購入なさっておりましたので、展示品

の内容等も資料館の運営委員の皆さんと検討をさせて

いただいて、入館料についてもそれに見合った入館料

を条例のほうで定めておりますが、資料館の運営委員

会の皆さんと検討させていただきたいなと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 大類好彦委員。 

◎大 類 好 彦 委員 

 よろしくお願いしたいと思います。天童のほうでは

ちょっと名前忘れたんですけども、例えばシャガール

とかモネとかそういったレベルのすごい絵が飾ってあ

って、びっくりしたのをちょっと覚えております。尾

花沢市でも何かやはり芭蕉の手紙、真筆はあるんです

けども、何かの俳句の真筆があれば、もっともっと興

味をそそるんじゃないかなと思いますので、今後の検

討よろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして48ページ、２款１項６目、市報の印刷な

んですけども、チラシを少なくしてほしいということ

を前から言っているんですけども、これは前年度は何

枚で、今年度は何枚で、ページ数のほうも２ページ、

４ページ増やしたから若干減っているというような答

弁も、昨年もいただきましたけども、それがなかなか

実感できていなくて、隣組長さんなんかもかなり苦労

しているようです。そこで提案なんですけども、例え

ばもう２ページとか４ページ増やしまして、どこの、

例えばシルバー人材センターでチラシとかを出す時も、

印刷屋さんに頼んで、何万円かかけて出すわけです。

それを市報の中に有料で組み込んで、今も１枠5,000

円とか、２枠で１万円とかというふうにやってると思

うんですけども、その有料で市報お知らせ版のほうに

印刷をもう入れて、なるべく配布枚数を減らすとか、

何か工夫ができないものかなと思うんですけども、い

かがでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総合政策課長。 

◎総合政策課長（加 賀 孝 一 君） 

 市報関係のチラシを減らすための方策として今提案

いただきました。今現在うちのほうで、どのようにや

っているかちょっとご紹介をさせていただきたいと思

います。 

 まずお知らせ事項につきましては、市報を増ページ

をしてます。それと併せまして、可能な限り市報の紙

面に掲載できるようチラシの削減に努めているところ



ではございますけれども、例えば選挙等入ってきた場

合のお知らせ等につきましては、載せきれないという

部分もございますので、そういったものについては別

刷りの形で折り込むようなスタイルをとらせていただ

きます。ただしですね、担当課のほうとも連携をしま

して、市報を組み込む形で業者さんのほうから納品し

てもらうなど、区長さん、そして隣組長さんのほうの

負担をできるだけ軽減するような工夫もしてございま

す。今委員から提案ありました内容につきましては、

今の段階ではまだやってございませんので、今後検討

させていただければと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 大類好彦委員。 

◎大 類 好 彦 委員 

 了解いたしました。隣組のほうで、私の家も何年か

に一遍回ってくるわけですけども、なかなか今、いろ

んな市のほうでも工夫しているということなんですけ

ど、なかなか実感として、減ったということが分から

ないような状況にあります。関係各団体のほうと連絡

調整して、今年から何かチラシ減っていがったや、と

かと言われるような形になることを期待しております

のでよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、60ページ、２款１項17目、ふるさと応

援基金ですけれども、今年度から、来年度からですか、

返礼品のほうが３割になってしまうわけですけども、

この辺私、例えばもっと米に力を入れると年間もうち

ょっと増えるんじゃないかとか、例えば新しい雪若丸

とつや姫のセット販売、５㎏だと何とか12,000～

13,000円ぐらいで収まるんじゃないかとか、いろんな

方策が出てくると思うんですけども、何か減らさない

ように頑張れるアイデアとか、今考えている方策等は

ありますか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 定住応援課長。 

◎定住応援課長（菅 原 幸 雄 君） 

 お答えいたします。返礼率が３割化することにより

まして、今後その寄附を呼び込むためのアイデアとい

うふうなご質問かと思います。この質問いただいた時

に、ちょっと整理をしまして、３点ほどにちょっとま

とめてみました。まず１つは、関係団体の連携強化。

これはもちろん今年も特に力を入れまして、月１回定

期的にまずは行ったところです。返礼品取扱業者であ

ります尾花沢市観光物産協会、それからみちのく村山

協同組合、とにかくその一枚岩になって、例えばその

新礼品の出展開始、あるいは返礼品の数量の確保、寄

せられたご意見、特に苦情、クレーム対応についても

協議することによって、親切な対応を心掛けてきたつ

もりです。 

 それから２番目としまして、やはり尾花沢の強味と

ファンを活かした返礼品のＰＲにあります。現在受付

中の返礼品の内訳を見ますと、スイカ、牛肉、米でほ

ぼ８割です。特にスイカ42％強、牛肉27.9％、米12.8％

ということで、これが８割。加えてサクランボ、アス

パラと続くんですけれども、これでもう９割ほどに達

しております。また、同じ方が複数回寄附を行う、い

わゆるリピート率、これは１年間に例えばスイカを何

回も注文していただいたということもリピート率に含

めますけれども、28年度、29年度、そして今年度の10

月30日まで、２年半の数字ですが、32.7％という数字

になりました。ほぼ３人に１人という高いリピート率

です。おそらく去年の今頃の一般質問の中で、リピー

ト率25％というふうな数字あったかと思うんですけれ

ども、それにもくらべて、そういうリピート率が上が

っている。これからも上げていきたいと思います。こ

のことが寄附を通信販売のように考えている方も多い

中で、やはり尾花沢のその返礼品を楽しみに待ってく

ださっている方が多いんだというふうなことを、改め

て感じます。今後もそうしたファンの方に対して丁寧

な対応、あるいは新礼品の出展等々取り組んでいきた

いと思います。 

 そして３番目です。今年度も一般質問の中でお話し

ましたけれども、８月15日号の市報ですとか、これま

でもさまざまなイベントで、本当の意味の尾花沢の出

身の方へのＰＲということも大事かと思います。職員

の家族ですとか、何回かその課長会の席でもＰＲさせ

ていただきましたけれども、ぜひこの場を借りてあれ

ですが、議員の皆様のご家族にもぜひお薦めしていた

だきたいと思います。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 大類好彦委員。 

◎大 類 好 彦 委員 

 いろいろ考えているということは分かりました。特

にリピート率、リピーターというところは重要だと思

います。なかなか新規というのが難しいと思う、もち

ろん新規にも力を入れていただきたいんですけども、

リピーター、今までふるさと納税していただいた方々

を大切にしていく、そしてまた納税していただく、リ

ピーターになっていただくということはやはり大切だ

と思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

続きまして74ページ、３款２項２目、長寿祝金なんで



すけども、これ前は５万円から10万円に上げていただ

いたと思います。例えば100歳を100万円とか、110歳に

なったら110万円、これもなかなか予算がないとできな

いことなんですけども、やはり高齢者、お年寄りを大

事にするということで、なにかちょっと、もうちょっ

と何か応援できないか、これも例えばふるさと応援基

金なんかを使って、何かもうちょっとできないかと思

うんですけども、どのようにお考えですか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（本 間 和 弘 君） 

 ふるさと応援基金、今使ってますね。長寿祝金、５

万円から10万円ほど上げさせていただきました。今年

度13名の方が長寿ということで10万円ずつ贈呈させて

いただいたところでございます。そのほかに、長寿の

方には、喜寿、米寿、それぞれ記念品をお贈りしたり、

白寿の方には上の畑焼の大皿を差し上げたりというふ

うなことにしております。また一昨年から、最高齢者

の方に３万円ではございますけども、それとプラス記

念品というふうなことで差し上げているようなところ

でございます。大類議員からは、100万円ということは

今年度は1,300万円ほどに予算はなるというふうなこ

とですけれども、110歳、尾花沢では最近はちょっとま

だそこまで達成する方はちょっといらっしゃらないで

すけども、近い方は出てきているのかなとは思います

が、いずれそういったところで、またちょっと考えて

いければと思いますんで、よろしくお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 大類好彦委員。 

◎大 類 好 彦 委員 

 よろしくお願いしたいと思います。続きまして94ペ

ージ、５款１項１目、シルバー人材センターの運営補

助金についてでありますが、こちらのほうも何回もお

話していますとおり、皆さんこれから歳をとっていく

わけです。歳をとらない人はいないわけで、誰でも、

私も今年で56、７ぐらいなるんですけども、あと３、

４年すると60を超えていきます。そういった中で、シ

ルバー人材センターで、健康で働くことによって、尾

花沢市の医療費を軽減することもできる。全国的には

そういう傾向にあるというふうなデータも出ておりま

す。シルバー人材センターの運営補助金について、ど

のようにお考えですか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 シルバーの補助金についてですけども、まさしく国

も市も、そのような形で考えております。今現在300

人の会員がいまして、その300人の方々の健康づくり、

生きがいづくりという部分では、大変役に立っている

と思っております。また、その300人の方々が継続して

地域経済活動に参加していただくというのは、それも

最も重要なことだと思っておりますので、今後も継続

して支援していきたいと思っております。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 大類好彦委員。 

◎大 類 好 彦 委員 

 今後ともよろしくお願いします。それでは通告のほ

うで、説明資料の中から少し出したいというふうに言

っておりますので、24ページの資料、消防のほうなん

ですけども、122番かな、軽積載車の配備についてお伺

いいたします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 消防長。 

◎消防長（佐 藤 重 光 君） 

 大類委員にお答えします。24ページの122番、消防団

軽積載車整備事業でございます。これにつきましては、

平成28年度から、消防団の再編によって、各地区２台

ずつ、計10台を31年度で終了します。来年度につきま

しては、北町、市野々、粟生に整備する予定でござい

ます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 大類好彦委員。 

◎大 類 好 彦 委員 

 ありがとうございます。私も20何年間か消防団に入

っておりましたんですけども、この間、消防の操法訓

練見せていただいて、軽積載車がいっぱい並んでいる

のを見て、すごいなと、これからやはり消防団がだん

だん人員が減る中、軽積載車の必要性はどんどん高ま

ってくると思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

 また、今年度で退職なされる職員の方々、尾花沢市

のために大変頑張っていただきまして、ありがとうご

ざいます。今後の活躍をお祈りしながら、私の部分の

質問を終わりたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 引き続き、おばねクラブの質疑をします。 

 説明資料のほうからページのほう20ページ、ふれあ

い推進事業のＬａＬａネットも含めてだと思うんです



けれども、婚活支援事業についてご説明お願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（五十嵐 満 徳 君） 

 11ページ20番、ふれあい推進事業、婚活支援事業に

ついてご説明をいたします。婚活支援事業につきまし

ては、現在尾花沢市でＬａＬａネット推進協議会を設

立させていただいております。社会教育課内に２名の

職員を配置いたしまして、仲人の方20名を配置いたし

まして、婚活支援を行っているところでございます。

20名の婚活支援の皆さんの、本当にご努力もありまし

て、年間５～６組の成婚者が達成できているような状

況でありますので、今後も、来年度もですね、２名の

結婚相談員を配置いたしまして、結婚活動の支援をや

っていきたいというふうに考えているところです。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 本当にこの婚活支援に対しては、もっと力を入れて

いくべきだと私は思っておりますので、この質問をし

たんですけれども、この内容として他市町村でさまざ

まな取り組みがなされておりまして、山形市とか天童

市のほうでは、民間の方とか、あとはＮＰＯの方がど

んどんいろいろな組み合わせをしまして、従来の形を

打ち破るような婚活事業をやっております。さまざま

魅力的なチラシを各道の駅でも、もらってくることが

あります。そのような感じで、幅広い層、20代から40

代までの結構な、いろいろなターゲットを工夫しまし

て、ＰＲ活動と、あと広く、遠くからも募集をしてい

るような様子が伺えております。このように、時代と

ともに、いろいろなほかの市町村と競争するというこ

とではないとは思うんですけど、尾花沢独自にたくさ

んいろいろな良い地域がありますので、地域活動と一

緒になるようなこの婚活支援事業というのを、もっと

もっと広くしていただきたいんですけども、ＬａＬａ

ネットの中ではそのような活動は今回考えているんで

しょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（五十嵐 満 徳 君） 

 委員のほうからは、他市町村におきまして、ＮＰＯ

とか民間を活用したご質問ということでございますけ

れども、やはり他市においては、民間の事業者と契約

を結びまして、婚活支援を行っている市町村もあるよ

うでございます。他市町村の話を聞きますと、やっぱ

り民間を活用するとなりますと、全国的に会員の数も

かなりいらっしゃるかと思います。ただ県内の登録人

数となりますと、なかなか登録者が少なくて、民間を

活用しても、なかなかマッチングまでは、本当に難し

いという話をよくお聞きしているところです。本市に

おいては、先ほども申し上げたとおり、仲人の方20名

を配置させていただきまして、本当にマッチングから

お見合い、そして相談ということで、本当に真剣にな

って考えていただいて、成婚率も上がっているという

状況でございますので、ネット関係もあるかと思いま

すが、もう少し今の状況で活動してまいりたいなと思

っているところです。 

 ネット関係についても、ちょっと危ないところもあ

るようでございますので、十分そこら辺検討してまい

りまして、結婚支援員の方とも話させていただきたい

なと思っておりますんで、よろしくお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 いろんな形を模索しながら、尾花沢らしい婚活支援

やっていただきたいんですけれども、次代の皆さんも

含めて、コミュニケーションツールがどんどん変化し

ておりますので、そちらのほうにも対応していただき

たいと思います。チラシを配るということも、従来大

事だと思うんですけれども、さまざまなコミュニケー

ションのほうも勉強していただいて、尾花沢らしい婚

活支援、さらなる５組から６組ではなくて、50組から

60組ぐらいなっていただきたいなと思いますので、よ

ろしくお願いいたしたいと思います。 

 次に移ります。ページ12ページのナンバー31、市報

電子版制作事業に関して、詳細な内容お願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総合政策課長。 

◎総合政策課長（加 賀 孝 一 君） 

 お答えいたします。この事業につきましては、これ

までの市報、相当数ございますけれども、そうしたも

のをこれまでですと20周年、40周年で冊子の形でまと

めてまいりました。ただなかなか冊子ですと、劣化し

てしまうという部分がございますので、今後の部分に

ついては、全て電子データ化をしまして保存をしてい

きたいと考えております。 

 なお、１番最初と言いますか、20周年で作りました

冊子、それから40周年で作りました冊子につきまして

も、全て電子化をしたいと考えているところでござい

ます。 



◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 ぜひ、デジタル化になると、検索もしやすいですし、

過去の事例等も引っ張りやすいと思いますので、大変

良いことだと思います。ただ、先ほど20周年、40周年

ということで、冊子のほう、私も持っておるんですけ

れども、やはりめくって、非常に重量感もあって、大

変重みを感じます。このデジタルになると、とかく検

索は大変便利なんですけども、その重みみたいなもの

を、20年、40年、60周年なので、何かですね、デジタ

ル版になると、たぶんネットで検索もできるし、ＣＤ

の版とか、非常に簡単な感じになってしまいますので、

何かですね、60周年、この60年間の重みも感じられる

ものも考えてもいただければと思います。その出し方、

工夫はいろいろあると思いますけれども、時代に合わ

せて、この先100年後に、このものがどういうふうに未

来の方が受け取るのか。昔60年前に60周年というのが

あったんだという時に、デジタルの版を手に取った時

に、その重みを感じられる何かがほしいんですけれど

も、どうでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総合政策課長。 

◎総合政策課長（加 賀 孝 一 君） 

 重みにあるものも考えていただきたいというお話だ

と思います。具体的に今すぐどうだというのは、なか

なか出てこないんでありますけれども、60周年記念の

際には、これまでの歩みという形で、パネルのほうも

準備したいと考えてございます。そうしたものも後世

に残せるような形で考えていきたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 ぜひ、今までの部分で、これが尾花沢の歴史なんだ

という、60年の重みなんだというものも含めていただ

きたいと思います。そのほか、たぶんこのデジタル版

の市報、市報の中にも載らなかった映像とか写真とか、

あといろいろなものがあると思います。そういうもの

も含めて大事にしていっていただきたいと思います。 

 では次の質問に移ります。14ページ、先ほども何人

か質疑あったと思うんですけど、ふるさと応援基金事

業に関してご質問いたします。先ほどリピーター率が

32％でしたかしら、30％以上あるということで、すば

らしいことだと思います。昨年よりもさらにアップし

てるということで、これは皆さんの努力だなと思って

おります。あとは良いものを出しているからこそ、こ

の30％、もう大変な数字だなと私今思っているところ

なんですけども、その中の80％がさらに農産品であり

ます。このすばらしい伸びを、もっとさらに加速して

いただきたいんですけれども、そのような工夫は今後

どのようにしていっていくんでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 定住応援課長。 

◎定住応援課長（菅 原 幸 雄 君） 

 お答えいたします。先ほども答弁させていただきま

したけれども、例えば観光物産協会、ＪＡさんと協力

して、まずはその返礼品の確保ということも大きなポ

イントかと思います。あと申し上げるのは、特にスイ

カですけれども、７月後半、８月になりますと足りな

くなるといいますか、というような事態も実際ありま

した。ですので、昨年度に比べて、今年度はさらにア

ップしておりますし、来年度に向けても、その辺の数

の確保も含めてお願いしているような状況です。以上

です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 やはり本当に商品の確保、いいものがどんどんＰＲ

されると、そこに集中するのは普通の常でございます。

食べておいしいってなれば、さらに30％がもしかした

らもっとアップするのかなと。リピーター率が上がっ

ていくことを願います。その中で、やはり担い手のほ

うを重視していただきたいなと思います。作り手です

よね。牛肉は２年、２年半とかかかるわけですけれど

も、農産品も半年ぐらいはかかります。ですので、来

年、今年もう入ってしまったので、今年の春からは、

こういった作付をしようというような、希望も見える

ようなところで、最近各市町村、ほかの県も見ますと、

担い手育成のほうにまでふるさと応援基金を使ってい

こうということで、商品を販売するという感じではな

く商品を作る人を応援するというような応援基金がい

っぱい出てきてますけれども、そのようなお考えはな

いでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 定住応援課長。 

◎定住応援課長（菅 原 幸 雄 君） 

 使途についてでありますけれども、先般通告書の中

にいただいた件もそうなんですが、使途については大

きく７つの目的、市長が認めるものと含めますと８つ



になるんですけれども、これをもって寄附を募ってい

るところです。一旦その全額を応援基金に積み立てま

して、市民各層からなる使途選定委員会にて選定した

事業に基金を取り崩して活用しているというような事

業の流れになります。したがいまして、スイカの担い

手に対する補助なり、なんなりということも、こうい

ったプロセスを踏むのかなと思っております。それか

らもう１つ、全部が全部ではないんですけれども、特

に米ですとか、それからスイカについては、なになに

農園というような形で、その生産者の顔も見えるよう

な形に、それは来年度に向けて、もう少し鮮明に出せ

るような方策ができないかなということで、今検討し

ておるところです。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 ぜひ、そういうふうに、作っている人が見えてくる

ような、ふるさと納税の今後ＰＲが主流になるんでは

ないかなと私も思いますので、ぜひいろいろな工夫を

しまして、いろいろな団体と協議をして、皆さんがウ

ィンウィンになるような、ふるさと納税をした方も喜

んで、また次応募したくなるような形にしていただき

たいと思います。 

 では次の質疑に移ります。18ページのナンバー71、

都市計画マスタープラン策定業務委託に関して、今後

今年20年ぶりということなんでしょうけれども、この

策定するための、業務を委託する先は市内の業者なの

かも含めての内容をお聞かせください。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 建設課長。 

◎建設課長（近 藤 二 弘 君） 

 お答えいたします。都市計画マスタープランの策定

業務委託に関してでございます。都市計画マスタープ

ラン、現行のマスタープランについては、平成13年度

に策定されまして、目標年次が平成32年度までとなっ

てございます。それに併せまして、31年、32年度で新

たな都市計画マスタープランを策定していくというふ

うなことでございます。委託先についてでございます

が、現行の都市計画マスタープランについては、平成

13年度に山形県都市整備協会と随意契約して策定して

ございます。はじめて策定するというふうなことで、

専門的な業者に委託したものでございます。今回につ

いては、現行の都市計画マスタープランをもとにして、

それを改定していくようなことでございますので、現

在のマスタープランの改定作業、平成27年３月に行っ

ておりますが、それについては市内の業者から行って

いただいておりますので、市内の業者も含めた形で入

札して業者を決定していくと、いうふうなことになろ

うかと思います。以上でございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 都市計画というのは、１、２年ではなく、長い先を

見ての計画だと思います。これにあたって本当に、前

いただいた資料、審議委員会のほうでいただいた資料

も含め、まだ変わってないんだなとか、あとはいつの

間にか消えてしまったようなプランなんかもあります

ので、ぜひですね、継続していく部分と、あと改めて、

もう庁舎も新しくなりましたので、改めてまちづくり

を見直す部分と、さまざま出てくると思います。この

中で、本当に今回市長が言われている学園構想も含め、

どういうふうになっていくのかなと思っているところ

なんですけれども、そのあたり、今回の策定委員の皆

さんはどのような形でお選びになるのか、教えてくだ

さい。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 建設課長。 

◎建設課長（近 藤 二 弘 君） 

 具体的な策定の方法についてだと思うんですが、来

年度から、２年間で行っていくわけでございます。前

回策定した時も関係各課から、係長、補佐クラスの職

員から策定作業部会に入っていただいて、原案を作成

しております。今回についても同じような形でやって

いきたいと思いますが、今回同時期に総合振興計画の

見直しも計画されておりますので、そちらのほうとも

連携を取りながら計画、策定してまいりたいと考えて

おります。以上でございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 そうですね、いろいろな方々選ぶんでしょうけれど

も、以前都市マスタープランのほうの委員で、資料見

させていただいた時に、計画とは違うところに、民間

が事業を起こすということで、建物を建てた時に内容

を変える、変更するというような、後付けの変更があ

りました。そういうことがないように、今回もいろん

な事業がリセットする。本当に60周年ってすごい節目

なんだなと思っておりますので、そのあたりも含めて、

しっかりやっていただきたいと思います。ただその中

で、先ほど庁舎内のということで、庁舎内のほうでほ



ぼ半分くらいのメンバーなんでしょうか。策定委員の

皆さんというのは。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 建設課長。 

◎建設課長（近 藤 二 弘 君） 

 お答えいたします。まだその辺については今後検討

していかなければならない面もあるかと思います。前

回の話になるんですが、原案を作ったのは、先ほどお

話したように、関係各課の係長、補佐クラスで、職員

のほうで対応していただいたところでございます。そ

のほかに原案をもとに、市民の代表者からも入ってい

ただく委員会とか、あと課長会、最終的な委員会、段

階を踏んだ形でやってございます。今回もそのような

形で今後検討して、多くの市民から意見が反映される

ような形を取っていきたいと考えております。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 20年前はですね、アンケートを取ったと思います。

商店街のほうのアンケートをつぶさに取りまして、１

年ぐらいたぶんいろんなところで、座学も開きながら

やったと思います。そのアンケートの集計など、私も

らったことがあります。ですので、しっかりと、本当

に市民が求めるプランにしていただきたいと思います。

最近は何か庁舎の中で会議をして、その後に聞くとい

うことが大変多く、あとは市長がいろいろな講話の時

にお話して、そこから聞こえてくるというようなこと

もございます。ですので、まずは市民の声をしっかり

と聞いていただいて、このプランを策定していただき

たいと思うんですけども、いかがですか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 建設課長。 

◎建設課長（近 藤 二 弘 君） 

 塩原委員の仰るとおり、市民の意見が十分反映され

た形で計画が策定されるように努力してまいりたいと

考えています。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 よろしくお願いします。では次の質疑に移ります。

先ほどもあったんですけども、ラッピングバスのお話

をもう少し聞きたいと思います。26ページ、ナンバー

139、ラッピングバス拡充ということで、内容に関しま

しては、先ほどお聞きしましたので分かりました。で

すがですね、私はすごく、外からのお客さんをどんど

んアピールしながら呼んでいくということもそうなん

ですけれども、ここでＪＲ駅から銀山までの観光のＰ

Ｒを、もう少し充実するべきではないかということで、

市内のほうでも外からバスにラッピングをしてという

ことでないんですけども、その市内の中でもバスが走

っております。そちらのほうのバスに関してはどうな

んでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（小 関 嘉 行 君） 

 お答えいたします。銀山線の路線バスでございます

けども、ＪＲ大石田駅から銀山温泉まで、民間事業所

のほうで運行している状況でございますが、ラッピン

グに関しましては、今現在の車両については、なされ

ていないという状況でございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 ボンネットバスでＰＲを本当に随分前からやってお

りまして、定着しました。いろいろなところで本当に

走っているとかっこいいなと私も思います。そのよう

に、市内の中でもＰＲが必要だなというところが随所

にあると思うんですけれども、小学校のバスを利用し

たりとか、保育園のバス、いろいろなバスがバラバラ

になっておりまして、統一感がないという感じがしま

す。仙台で１台、スイカのラッピング、すごく目立っ

てかわいいので、本当にインスタ映えすると、前答弁

いただきましたけれども、そう思います。しかしなが

ら、市内を走るバスに関しても、もう少し考えていく

べきではないのかなと思うんですけれども、いかがで

しょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（小 関 嘉 行 君） 

 お答えいたします。現在路線バス９路線ほど運行し

てございますけども、車両の更新という時期もその計

画的に行っているところでございますので、そういっ

たラッピングによる効果等も十分検討をしながら、そ

の更新の際にどんな形でのラッピングがいいのかなと、

いうふうなところも含めて、今後検討させていただき

たいというふうに考えてございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 そのようにお願いしたいと思います。では、私の質



疑をこれで終わります。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 それでは私から、まず予算案の説明資料の９ページ

ですけど、認定こども園事業についてお聞きしたいと

思います。この前も市の土地を無償譲渡するというこ

とでありますけども、実際無償譲渡した場合、贈与税

がかかります。これ贈与税、いくらになると想定して

おりますか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 財政課長。 

◎財政課長（高 橋   隆 君） 

 大変申し訳ございません。そこの贈与税の金額につ

いてはちょっと調査しておりませんでした。申し訳あ

りません。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 贈与税は20％です。実際この前1,400万円という評価

額というふうなお話でしたけども、実際税務署の査定

は路線価格で査定をいたします。実際問題、想定です

けども、坪５万円といたしますと、約5,000万円近くの

評価額になるのかなと。そうした場合1,000万円の贈与

税があたるというふうな計算になります。そういうふ

うな形で実際税務署に税収であがるわけなんですけど

も、市の収入にはならないわけですよね。それを考え

ると、ある程度贈与税のかかる分の金額で、私は売買

したほうが、かなり市に対しての収入にも入りますし、

そういうふうな考えというのはおきなかったんですか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 財政課長。 

◎財政課長（高 橋   隆 君） 

 このたび、無償譲渡する考え方としましては、尾花

沢市は今子育て日本一を掲げておりまして、人口減少、

それから少子高齢化対策として子育て、それから子ど

も支援のほうを行っているところであります。また尾

花沢市におきましては、保育行政につきましては、尾

花沢市と民間事業所のほうが相まって成り立っている

ものでありますので、このたび民間事業所のほうから、

幼稚園と保育園の機能や特徴を併せ持ちます認定こど

も園、こちらのほう整備したいということで、多額の

費用を要することでありますから、当該法人が安定的

かつ良質な子ども、子育て支援サービスを提供できる

ように、尾花沢市として最大限の支援をしたいという

ことで、無償譲渡ということで考えたところでありま

す。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 説明分かるんですけども、最初に贈与税がかかると

いうのは想定はしてなかったということですよね。こ

れどこの一般の売買でもそうなんですけども、実際価

格より安く売った場合、当然その差額分については贈

与税があたる。間違いなく。これ税務署で判断するん

ですけども、それをやっぱり想定、私はすべきだった

のかなと、いうふうに思います。当然1,000万円近くの

贈与税がかかるというふうなことになりますと、かえ

って事業者さんに対して負担が掛かるのかなというふ

うに思います。私はそれをきちんと税理士さんに前も

って相談すべきだったのかなというふうに思います。

譲渡することを決めて、今回の最終日に審議するわけ

なんですけども、私はちょっと先走りすぎたのかなと

いうふうに思います。当然、今後ですね、これから民

間事業者さんが、ひまわり愛育会さんでも、この前確

認いたしましたら、すぐにでも同じような形で申請を

したいというふうなお話がありました。そうした場合、

非常に用地の問題、１町歩近くの用地を要するわけで

すから、その用地が市内にどこにあるかと言いますと、

非常に探すのに苦労すると思います。前回、今この尾

花沢幼稚園さんで農地を取得しようとしましたけども、

農振除外ができなくて、断念したという経緯もありま

す。そうした場合、私はですね、ある程度、これも後

で県のほうから確認したんですけども、最初から認定

こども園だというふうな、市側が一緒に事前協議があ

れば、農振除外になりましたよというふうなお話でし

た。やっぱりこれはですね、私は最初から農地、都市

計画マスタープランにも関わってきますけども、そこ

のところをきちんと私は整理していくべきだなという

ふうに思います。今後同じような形で、次の事業者さ

んが申請を行う場合、どこに用地を取得するというふ

うなことも含めて、私は庁内で協議していくべきだな

と思いますけども、その辺はいかがでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（本 間 和 弘 君） 

 今加藤委員のご質問にお答えしたいと思います。数

年前確かに、尾花沢学園さんのほうで、今の悠美館の

裏のほうのあたりにあたりますかね、農振の区域の中

というふうなことで、ご相談を農業委員会のほうにも



させていただいたところでございます。当初、県の子

育て支援のほうにご相談行った時も、確かにそういう

話を私たちも聞いております。認定こども園であれば

通るんではないかと。確かにそういうふうに言われて

ました。ところがやはり担当の農業委員会関係のほう

にいきますと、いや、そういった話ではないよという

ふうなことで、釘を刺されて断念した経緯がございま

す。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 農業委員会側だとそういうふうな答弁だと思います。

県にやっぱりお伺いを立てたか、立てないかと。やっ

ぱり県でも横の連携があります。最初に認定こども園

ですよと、行政が一緒になって、ここを開発して、そ

こに認定保育園を建設するんですよというふうなこと

であれば、当然尾花沢警察署の用地も然りですけども、

今後ですね、尾花沢小学校の用地確保もそうですけど

も、公共的なものであれば、農振除外というのはすぐ

除外されるわけです。転用も一緒に宅地に転用できま

すし、私はそういうテクニックを使うべきじゃなかっ

たのかなというふうに言ってるんです。やっぱりこの

辺は県と連携しながら、当然担当課、県の担当課もご

ざいます。そして農業委員会、農業振興課ですか、そ

このほうに行ってですね、もう少し詰めるべきではな

かったのかなというふうに思います。当然ひまわり愛

育会さんも、引き続き、おそらく近い時期に改築した

いというふうなお話でした。そこを考えると、私はあ

る程度市側が先導して、用地確保にもやっぱり協力し

ないと、私は建てる場所がないのかなというふうに思

います。その辺はどのようにお考えでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（本 間 和 弘 君） 

 今回その尾花沢学園さんの土地を、交通公園のあた

りというふうなことにしたこともですね、市のほうで

はいろいろな空き地、今空いているところを何点か提

案させていただいたところでございます。やはり、民

間事業者というふうなことでございますので、そのあ

たりは主導はやはり民間の方ではなかろうかというこ

とで、あの時ですね、同じような面積のところを５、

６箇所ご案内したところでございました。ただ、13号

のバイパスから向こうというのは、尾花沢学園さんに

とってはちょっと場所的には離れすぎていると。何か

向こうのほうにあったらしいんですけども、なるべく

その今の場所、中のほうに入れたいというふうなこと

もございましたので、そこで何箇所かその農振のかか

ってないところ、そういったところをご案内したとこ

ろでございました。そういったものの経過もございま

して、当然加藤委員仰ることは大変良く分かるんです

けども、その時点で確かに私どものほうで、じゃあも

うちょっと詰めれば良かったのかなとは思うんですが、

その当時はけんもほろろな状況でございましたので、

いろんな方にはご相談はさせていただいたんですが、

農振が外れることはまず十中八九ないというふうなこ

とまで強く言われましたので、そういったことを学園

さんのほうにお伝えして、今現在の状況になってござ

います。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 経過を聞いてるんじゃなくて、今後どうしますかと

いうふうな話を聞いてるんです。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（本 間 和 弘 君） 

 大変申し訳ございません。そういった経過も踏まえ

ながら、尾花沢市としては当然、ひまわり愛育会さん

のほうも支援は確かに、支援は当然していくというふ

うに今のところは考えてございます。ただ両方とも同

じようなスタンスと思って、支援を最大限していきた

いと考えておりますので、よろしくお願い申し上げま

す。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 ちょうど尾花沢警察署の位置付けというのが、あそ

こ農振地に、あそこに移転したというふうなことにつ

いて、私は非常にプラスだったのかなというふうに思

います。今後開発するにあたっても、周辺を含めて、

私は学園都市構想もそうなんですけども、当然都市計

画マスタープランにもこれかかってくることだと思い

ます。今後移転先という、この前も一般質問の中でも

話しましたけども、私は十分検討していくべきだなと。

農振除外というのが１番ネックになると思います。見

直しするには大変、農地の場合８年縛りというふうな

縛りもございますし、その辺も含めて、一旦縛ってし

まうと８年間は外せないというふうなこともあります。

そこをやっぱり十分理解して、次はどこを開発するの

かというのは、私は各総合政策的な私問題だと思いま



す。これ定住対策にも非常に関わってくる問題で、今

民間の事業者さんが、当然ハウスメーカーも含めてな

んですけども、尾花沢の開拓する場所がないと。新築

というか、造成する場所がないそうです。全部農振だ

と。やっぱりこれも含めてなんですけども、私はせっ

かく今度、都市計画マスタープランを策定するんであ

れば、先にですね、そのような調整をして、どういう

ふうな公共物が今度移転するのかというふうなものも

含めて、当然市長が打ち上げております学園都市構想

もあります。それも含めてですね、私はある程度候補

地を絞って、この辺に集中するんだよと。そして住宅

地もこの辺に貼り付けするんだよというふうな方向付

けを、よく市長も方向性と言いますけども、私はそう

いう方向性を付けたほうが、全部に関わってくるとい

うふうに思いますので、その辺はいかがでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総合政策課長。 

◎総合政策課長（加 賀 孝 一 君） 

 今加藤委員から提案ありましたけども、まさにやっ

ぱりそういった、先を見通した計画というのは、これ

からは必要になってくると思います。今言われました

学園都市構想もそうですし、今後の保育所、あと学校

も含めて、学園都市構想になるわけでありますけども、

あと住宅地というお話もございましたので、そういっ

たものを含めまして、庁内で話し合いを進めながら、

都市計画マスタープランの中に含められるような形で

検討を進めてまいりたいと考えます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 やっぱり計画は立てていただきたいと思います。今

回尾花沢学園さんの定員の150というのもそうですけ

ども、最終的には民間事業所さんの保育施設と、当然

公共的な尾花沢市でやってる保育園、各保育園がある

わけです。実際問題、今出生する数を考えれば、最終

的には10年後には、子どもの取り合いになるだろうと、

いうふうにこの前お話を聞きました。その辺も含めて、

おもだか保育園の位置付けもそうですし、学園都市構

想の中に含めて、私は民間の事業者さんと調整をして、

今後の保育園、そしてまた幼稚園のあり方を検討して

いただきたいと思いますけど、市長どうでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 市長。 

◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 お答えいたします。私は学園都市構想の中で、１つ

はおもだか保育園の老朽化に伴う改築、それから小学

校における、これも老朽化における改築をどう進めて

いくべきかと。それに合わせて、子どもたちのこの少

子化の波が、ぴったりと重なってきてしまったと。な

ぜこれをもっと早くやれなかったのかという思いでい

ます。ですから、これについては、一体となって考え

ていくべきであろうと。やはり、子どもさんを通わせ

る保育園にしても、それから学校にしても、保護者が

行きやすい状況は勘案していかなきゃいけないという

ふうに思っております。ですからそうした時に、今そ

の場所をどこを選定するのかというのは、やはりこれ

から先、１年間、ないしは来年のあたりまでに方向性

を見出していかなきゃいけないであろうと。その際に

は庁舎の中でだけ揉んでいく問題ではないと。やはり

その地域の皆さんのお声も聞かなきゃいけない。先日

の一般質問でもございました。先々考えると、学校が

どうあるべきなのかという問題も、少なくとも将来的

には絡んできてしまうのではないだろうかと。そこの

ところはまず検討委員会のほうで、教育委員会を主体

にして考えていただく。そしてこっちはこっちとして、

やっぱりそれなりの保育園、学校のあり方、これも見

据えていかなきゃいけない。今回の認定こども園のこ

とは正直私も、当選して、そして庁舎に入って、そし

て聞きました。その時は、今まで議会のほうにも、こ

の話はなってないんじゃないですかと申し上げました。

その後、ひまわり保育園さんとか、それからおもだか

保育園を含む、市の保育行政はどう考えていくのかと

いうのは、はっきり申し上げて、立ち遅れました。だ

からそれも併せて考えていかなければならないという

ふうに思っております。ですから、決して長い時間を

かけてやっていくものではないよと、いうふうな意識

の中で、これから議会の皆様方にとっても、また庁舎

の中においても、市民の皆さんの間でも、いろんな議

論していただいて、できるだけ時間をかけないで方向

性をきちんと出すという考えでおります。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 ここで、昼食のため、午後１時まで休憩いたします。 

 

              休憩 午後０時02分  

              再開 午後１時00分  

 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 それでは再開いたします。 

 休憩前に引き続き、おばねクラブの質疑を許します。

加藤委員。 



◎加 藤 克 彦 委員 

 それでは引き続き、譲渡の件でお伺いいたします。

今回の譲渡する土地の周りを個人で購入されておりま

すね。それで今回、譲渡先は尾花沢学園なのか、個人

なのか、どちらでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 財政課長。 

◎財政課長（高 橋   隆 君） 

 譲与先でありますが、この事業所になっております。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 間違いないですよね。当然周りの土地を個人で買っ

て、その土地をおそらく学園に個人でおそらくお貸し

になるというふうなやり方、どこの事業所さんもそう

です。会社を建てるに個人で買って、その土地を会社

に貸してるという方が多いです。それと同じなのかな

と、感じしますので、実際問題、例を挙げますと、  

   でも同じような話がなりましたよね、実際。結

局評価額より安い土地を購入したと。それで国会のほ

うでいろいろ問題になったわけです。私は今回も同じ

じゃないかなというふうに感じします。実際ですね、

土地の評価額ありますけども、それにある上の舗装部

分ありますよね、舗装なってますよね、あの道路とい

うのは、その撤去費用というのは課税にならないと。

その評価額からその工事費が引いた額に贈与税があた

るというふうな制度なんです。贈与税というのは。そ

の辺も含めて、実際問題、事業者さんが負担のかから

ないような私は譲渡にしてほしい、もしくは売買にす

るとか、そういうふうのを検討するのも、私は行政の

仕事と思うんですけども、その辺は勉強しなかったん

ですか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 財政課長。 

◎財政課長（高 橋   隆 君） 

 贈与税につきましては、今調査しているところであ

りますけれども、いろんな条件があると思いますので、

そこら辺はもう少し調査させていただきたいと思いま

す。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 調査するということは、どういう意味なんでしょう

か。最終日に審議しますよね、それまで調査終わるん

ですか、実際。はっきり言ってこのままだと、私は本

当に譲渡でいいのかと。もう１回見直しして、事業者

さんに負担の掛からないような、私は方策を取るべき

だと思います。その辺はどうでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 財政課長。 

◎財政課長（高 橋   隆 君） 

 調査と言いますのは、平成26年度の税制改正により

まして、相続税法第12条第１項第３号、及び21条の３

第１項第３号、並びに相続税法施行令等の一部の改正

による政令、平成26年政令第140号による改正法の相続

税法施行令第２条及び第４条の５の規定により、幼保

連携型認定こども園を設置運営するものが、相続もし

くは遺贈または贈与により取得した財産で、当該事業

の用に供することが確実なものについては、贈与税の

非課税措置の対象とされているところであります。た

だ、細かい条件等もありますので、そちらのほうを調

査しているということであります。よろしくお願いし

ます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤克彦委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 もし、これが通ってですね、市民からいろんな面で

監査請求されたり、というふうな問題に私はならない

ようにしていただきたいということを言っているんで

す。同じように、    もそういうふうな答弁でし

たよ、当時は。そういうふうな学園を作るので、そう

いう形だったと、いうふうなことで、いろんな下に埋

まっていたものが出てきたので、それでまた安くした

というふうなことで、いろんな議論になったわけなん

ですけども、私はまるっきり同じだと思います。それ

はきちんと調査をして、私は事業者さんに迷惑の掛か

らないような方法を取っていただきたいというふうに

思いますので、よく調査していただきたいと思います。 

 それでは次の質問に移ります。予算書の223ページ、

業務委託料、1,578万2,000円、簡易水道のほうです。

今回市長施政方針の中にもありましたけども、管工事

組合との業務委託について、その項目が予算書を見る

限り、どこにもございませんでした。私はこれが業務

委託にあたるのかなというふうに思いますけども、こ

れがはっきり言って、水道の業務委託料になるんです

か。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 環境整備課長。 

◎環境整備課長（柴 田 誠 也 君） 

 お答えいたします。今加藤委員仰ったように、223



ページの13節、業務委託料の中に、この業務委託料は

含まれてございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤克彦委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 一般質問の中でも、鈴木裕雅議員が質問されました

けども、実際問題、簡易水道の工事を発注、受注して

いるというふうなことも考えますと、100％組合の方が

受注してないですよね。実際建設業協会の中の方々も

受注して仕事をやっていると、いうふうな状況だと思

います。今現在は。実際問題、土日、祝日の待機をし

て、この業務にあたるというのは、すごく負担がかか

るというふうにお聞きしております。私はですね、管

工事組合だけじゃなくてですね、当然、管工事組合の

100％仕事を受注しているものであれば、私は管工事組

合と業務委託して私は結構だと思います。そうでない

状況を考えると、私は建設業協会プラス管工事組合に

一緒に業務委託すべきだと思いますけども、どういう

ふうにお考えですか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 環境整備課長。 

◎環境整備課長（柴 田 誠 也 君） 

 お答えいたします。確かに加藤委員の仰るとおりの

やり方もあろうかと思います。ただ来年度はじめてや

る事業でもございますので、ちょうど今、上水道を所

管します環境衛生事業組合のほうで、同じように管工

事協同組合さんのほうに同じような業務委託をなさっ

ておると聞いておりますので、新年度につきましては、

まずは同じようにやらせていただいて、次年度以降、

様子を見て変更できる点は変更できるようにしたいと

いうふうに考えてございます。以上でございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤克彦委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 というか、組合さん自体が受ければいいんですけど

も、断るんじゃないかなという感じするんですよ。い

ろんな入札上の問題とか、そういうふうなことを考え

ると、私はやっぱり平等に扱うべきだなと。当然仕事

を落札している方というのは、当然水道工事ができる

方でありますし、同じように対応が私はできるから仕

事を落札すると思うんです。そういうことも踏まえて、

私は一緒に、最初から管工事組合さんだけに特定の業

者になってしまうんです。実際、日曜日が出れるとい

うふうな会社に関しては。そういうことを考えると、

やっぱり幅広く、協会も含めて、私は一緒に最初から

やったほうがスムーズに業務委託になると思います。

その辺は当然、環境衛生事業組合は元々そういう形取

ってますけども、市は市で考えていただきたいと。管

工事組合と言いますと、大石田町まで入ってます。そ

こをよく考えていただかないと、私は平等性には私は

ならないと思います。その辺は十分今後検討していた

だきたいというふうに思います。 

 続いてなんですけども、先ほども質問にありました、

ラッピングバス、予算案の説明資料の26ページ、420

万円ですけども、今回１台を減らしてやるというよう

な話ですけども、昨年の10月に河北新報に、このラッ

ピングバスの効果についてということで、政務活動に

行ってまいりました。そこで鈴木常務と今野編集局長

でしたか、あと報道部長も含めて４人の方がプロの目

で、結局宣伝のプロの方々からいろんなご意見をいた

だいてきました。はっきり言ってラッピングバスの効

果は全くないというふうなお話でした。やっぱりやる

んだったら、いろんな尾花沢市さんで事業展開やって

るでしょうと、それを広告として、私はいろんなもの

を使って、広告、コマーシャルとか、新聞に入れると

か、そういうものに方向転換したほうが、効果があり

ますよというふうなお話をいただいてきました。ちょ

うどみやぎ尾花沢会のその日の昼からお邪魔したんで

すけども、当然みやぎ尾花沢会に参加してくださった

サポーター方にも、同じ質問をしました。え、やって

るんですかと、全く知らない方がほとんどです。それ

ほどやっぱり目にしてないと、効果がないというふう

なことを感じたんですけども、今後ですね、来年度は

予算化してますけども、私は少し方向転換をして、い

ろんな形の宣伝媒体を使った形に方向転換したほうが

いいと思うんですけど、その辺はいかがでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

今加藤委員のほうからは、ラッピングバスについてで

あります。仙台市営バス、大体今500ちょっとぐらい走

ってますけども、その中のうちのほうは２台というこ

とで、たぶん250分の１というような数字でなっている

かと思います。これまでも話になった中で、そのスイ

カのイメージイコール尾花沢というふうな効果を持た

せるにはということで、ラッピングにスイカをしたバ

スを走らせているというのが今の現状であります。た

だ、効果につきましては、私どものほうでは、このラ

ッピングバスに使用できるバスの台数が今70台ほどで

す。500台のうちに70台ほどしか今できないと。これは



市営バスの中で、そういうふうな運行は決めているよ

うで、その70台を求めて今まだ順番待ちにやっている

んだというような形を聞いておりました。その経過も

ありますので、数字的なイメージでの効果というのは、

やはり今すぐ把握できることはなかなか難しいんです

けども、尾花沢のイメージというふうな意味では、仙

台市の中でスイカのバスが走っているというそのもの

が、大きな効果はあるものだと思っております。ただ、

今後ターゲットという部分では、今委員仰ったような

部分がたぶんそのいろんなターゲットの部分に響くよ

うなＰＲという部分が、今仰った部分かと思っており

ます。ラッピングバスにつきましては、そういう意味

では、誰の目にもふれるんですけども、何気なく通り

過ぎてしまえば、それなりの効果しかない可能性もあ

ります。ですので、ターゲットを絞った中でのＰＲ方

法を、またこのラッピングバスプラスアルファの部分

でも、いろんなことを考えていく必要があると思って

ます。市民に対するＰＲというのも、結局尾花沢市民

が仙台に行かないと見れないということもありますの

で、少しそういう部分からも効果を出せれば、仙台で

尾花沢のスイカのバスが走ってるんだよということを、

市民にも分かっていただけるような取り組みも含めて、

このラッピングバスについてはもう少し展開も考えて

いきたいと思っております。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤克彦委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 やっぱりプロの目というのは、私は確かだなと。１

時間以上、そのようなお話をしてきたんですけども、

やっぱり広告、宣伝広告には、やっぱり１つのワンパ

ターン化は絶対だめだと。せいぜい３年ぐらいしか効

果ないという話でした。それを変えて別なものに変え

ていくということにすると、だんだんだんだん効果が

出てくるよと、いうようなことでありましたので、や

っぱりそういうふうな、マスコミも含めてなんですけ

ども、観光会社とかいろんな形でいろんな宣伝、そし

てコマーシャルとかという形でつなげていくのが大事

だよというふうなアドバイスをいただきました。丁度

ラッピングの話が出たんで、新庁舎関連でも質問させ

ていただきますけども、当然新庁舎、ここの機械室も

そうですけども、庁舎の側面、非常にもったいないで

す。ただ尾花沢市とマークが入って、下に何もないと。

できればですね、ここはやっぱり宣伝広告として私は

使うべきだなというふうに思います。当然同じように

ラッピングするか、もしくは幕を下げて同じような宣

伝をするとか、私はこっちのほうの機械室なんか、何

の建物だか全然分からないですよね。市民が見ても。

その宣伝もあると思うんです。ここは雪を使った冷房

システムですよというふうな表示とか、雪ごろうのマ

ークを入れて、そういうふうな形で宣伝をするとか、

やっぱり観光客もそうです、見れば一目で分かるよう

なやっぱり私は宣伝効果のある私は建物だと思います。

その辺は今後、この建物を使った宣伝というふうなこ

とは、考えていくのでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 財政課長。 

◎財政課長（高 橋   隆 君） 

 庁舎を使った宣伝ということで、貴重なご意見いた

だきました。そこまでは考えてなかったわけで、新庁

舎に関しましては、東、正面玄関のほうに懸垂幕とい

うことで、こちらのほうでいろんなものを表示してい

こうかなと思っていたところであります。また、材質

等もありますし、凹凸もあるものですから、周りとの

一体感だったり、調和関係、そこら辺も十分検討しな

がらでないと、ちょっと答弁できませんので、よろし

くお願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤克彦委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 ぜひ、私はやっていただきたいと思います。当然観

光客も新しいものを、そしてまた行政視察も今度いろ

んなところから来ると思います。私も何箇所か、議員

をやって12年になりますけども、よく宣伝に使ってい

るところあります。それとやっぱり同じような形で、

一目で分かる尾花沢の名産はスイカだよと、そういう

ふうなことを分かるようにしていただいて、花笠の発

祥地だよと、そういうやっぱりイメージ付けをしてほ

しいなというふうに思いますので、その辺は今後、検

討していただきたいというふうに思います。 

 次に、ＧＡＰの件なんですけども、予算書の中には

ＧＡＰというふうなところがなかったんですけども、

市長施政方針の中に、ＪＡみちのく村山のすいか部会

がＧＡＰを取って、オリンピック、パラリンピックに

提供できるようになったというふうにありました。そ

こでなんですけども、来年のオリンピックに向けて、

どのような形でスイカを売り出すのか。どのような方

法で営業するのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 



 ＧＡＰに関するお尋ねでございますけれども、ＧＡ

Ｐについては、一般質問の中でもお答えしたとおり、

ＪＡみちのく村山のすいか部会のほうで、ＧＡＰ認証

を尾花沢市内の４農家、認証をとったというふうなこ

とでございます。ただ県版ＧＡＰにつきましては、取

得費用は県のほうでやってくださる関係で、予算書の

ほうには載ってきておりません。ただ、県版ＧＡＰ以

上のＪＧＡＰとか、そういうふうなものの認証取得に

向けた助成については、元気な農業の中にＧＡＰ認証

の助成というふうな形で、折り込まれてございますの

で、よろしくお願いします。 

 また、オリパラの関係でございますけども、今加藤

委員仰ったとおり、ＧＡＰ認証とりまして、オリパラ

に食材を提供できる調達基準を達成したということで、

これをＧＡＰ取ったからじゃあオリパラに出せるかと

いうものではございませんので、一般質問の答弁の中

でもお答えしていますとおり、オリパラの実行委員会、

そういうふうなところに、どういうふうな形で売り込

んでいけばいいか、県の関係者とも話ししながら、積

極的にＰＲに努めてまいりたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤克彦委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 今オリパラの委員会というお話が出たんで、当然今

山形県選出の国会議員で、遠藤利明元オリンピックパ

ラリンピック大臣がおります。そこのやっぱりトップ

ですよね、今ね。はっきり言って私は今後ですね、今

年が私１番のチャンスだと思います、夏が。そこにい

かに売り込むかと。やっぱりそれを一生懸命宣伝して

ですね、来年のオリンピック、パラリンピックに使え

るようにしていただきたいと。私は利明先生の一声か

なと思います。その辺も含めて、やっぱり今年中にき

ちんとしたパイプを作って、そして来年のオリンピッ

クに向けて、どこで、選手村で提供するか分からない

ですけども、いろんな場があると思うんです。ホスト

タウンも結んでいれば、そういうふうな形で、来た国

の方に提供できるんですけども、そういうふうなこと

もやってないですから、やっぱりオリンピックの中で

食していただくというふうなことを実現してもらいた

いし、実現できるように私も努力はしますけども、そ

の辺、オリンピック委員会のパイプをきちんと今後作

って、今営業展開していただきたいと思いますけども、

その辺の段取りと言いますか、今後の予定について、

どういうふうにお考えでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（本 間   純 君） 

 まだ詳細なところについては、我々もまだそこまで

考え及んでおらなかったんですけども、加藤委員仰る

ような地元選出の国会議員いらっしゃいます。そうい

う方々に対して、働きかけできるのであれば、我々も

そういうふうなところを使わせていただきながら、売

り込みを図ってまいりたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤克彦委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 よろしくお願いしたいと思います。それでは次の質

問に移ります。予算書の53ページの支援コーディネー

ター費、地域開発費、移住者に関する件なんですけど

も、今現在関谷地区にシェアハウスあります。利用し

ている方は地域おこし協力隊の方々なんですけども、

一般の方が体験できるような施設、この前、先週、先々

週と、所ジョージさんの番組で、酒田市が移住先、日

本で一番、移住先が多いということで、２週連続日曜

日放映になってました。それを拝見すると、移住体験

ハウスというものが非常に人気があると。当然シェア

ハウスですと個人だけですよね。家族が一緒に住めて、

１週間無料で貸し出しするというのが非常に効果的だ

というふうなテレビでの放映で、所ジョージさんの番

組でやってました。私はぜひ、ああいうふうに、戸建

てのですね、体験移住ができるような施設を今後検討

していただきたいと思いますけども、その辺はいかが

でしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 定住応援課長。 

◎定住応援課長（菅 原 幸 雄 君） 

 お答えいたします。貴重なご意見ありがとうござい

ます。移住体験ハウスについてのご提案ですけれども、

県内では空き家などを活用した移住体験住宅を、10の

市、町が開設しているようであります。一例を申し上

げますと、西川町では町営住宅の５つを体験住宅とし、

利用期間は１カ月以上２カ月未満。利用料は１カ月２

万1,000円で、長期的な体験住宅を設置しているようで

あります。本市では今年度より、田舎暮らし体験事業

を拡充いたしまして、銀山温泉を除く市内の宿泊施設、

５件ほどあるんですけれども、そこに5,000円の上限を

付けまして補助しております。プラス、これは前から

なんですけれども、花笠高原、あるいは徳良湖のログ

ハウスも対象にしてございます。これにレンタカー利

用の一部助成を行いまして、このことからも、今年度



２月末の状況では、宿泊助成８件、レンタカー助成が

３件となっております。ご提案の移住体験ハウスの設

置ですけれども、やはり体験施設の改修費ですとか、

維持管理費等々、経費も掛かろうかと思います。今の

ところはその民間の活用、あるいは公共施設であれば

ログハウスの活用といったところを考えているところ

です。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤克彦委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 酒田市の地域課の方が、最初民間の住宅を斡旋した

んです。そこを何箇所か見せて、見た人当然いると思

いますけども、とってもここじゃだめだということで、

市内にあるその移住ハウスに最終的に連れていって、

そこで暮らすことになったんですけども、やっぱりな

かなか離れている、当然雪の時なんかそうですけども、

１ｍ以上降る場所に、そこに行ってというのは大変で

すよ、除雪から何から。それを考えると、やっぱり町

中にきちんとした移住体験ハウスを、空き家を利用し

た形で改修してやったほうが非常に効果があるという

ふうに思います。そのように言ってました。はっきり

言って。端の、当然空いてるところというのは山奥、

山奥という言い方ちょっと失礼ですけども、ちょっと

離れた地域になると思いますので、その辺はやっぱり

十分、今後ですね、きちんと精査して進めていってい

ただきたいと。今後ですね、来年度はそういう形で進

むんでしょうけども、今後やっぱりいろんな移住者の

声を聞きながら、私はきちんとした形で、移住が本当

に体験できるようなハウスにしていただきたいと思い

ます。それだけ提案したいと思います。 

 もう１つなんですけども、地域関連なんですけども、

お宝さがしも予算になかったと思います。市長の施政

方針に関しては、お宝さがしを今後、募るというふう

なことがありましたけども、私はですね、もう決めち

ゃって、今年は何箇所と、市のほうで割り振りしたら

どうかなと思うんです。やってないところ結構ありま

すよね、まだね。そこをやっぱり、やったところ除い

て、１年間に２箇所とか、３箇所とか限定して、もう

地域を決めると。ここでやるんだよというふうにしな

いと、なかなか継続は厳しいのかなと。地域のほうか

ら手を挙げると言いますと、なかなかこれ手を挙げる

人いなと思います。その辺、もう少し地域を活性化す

るには、このお宝さがし、非常に私は重要だと思いま

す。昨年も新潟のほうに視察に行った時に、やっぱり

これが１番大事だと。まちづくり学校というところに

研修に行ってきたんですけども、まずはやっぱりお宝

さがしだと、それで地域にどういうものがあるかとい

うふうなやっぱりそれを発見すること自体、地域の活

性化だというふうに言われてきました。ぜひですね、

やっぱり箇所数を決めて、強制的という言い方は失礼

ですけども、何箇所かピックアップして、選定してや

っぱり進めていただきたいと思いますけども、その辺

はいかがでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 定住応援課長。 

◎定住応援課長（菅 原 幸 雄 君） 

 お答えいたします。ご提案ありがとうございます。

お宝マップを実際にやるといったようなことには、経

費については、例えば元気な地域づくり交付金なるも

のが使えるのかなと思います。なのでその、この予算

書の中には、お宝さがしという項目はまずないのかな

と。仰せの新潟のＮＰＯ法人、まちづくり学校の件で

すけれども、委員のほうからも、その資料と言います

か、いただきまして、大変参考になりました。28年度、

村山のほうもこれを使ってやったような経過もありま

すし、やはり地域の方のみならず、外からの目という

のも大事かなと思います。 

 それから、先の一般質問の中で、笹原議員のほうか

ら田園回帰１％戦略というふうなこともお話なりまし

た。これも良く見ると、学校単位で、1,000人ぐらいの

その規模の単位で、地域に投げかけるというふうなや

り方もあろうかと思います。いずれにしても、その自

分の地域を見直し、そこから何かを見出す。ワークシ

ョップの形がやっぱり必要かなと思います。今後に向

けて検討したいと思います。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 加藤克彦委員。 

◎加 藤 克 彦 委員 

 ぜひお願いしたいと思います。できれば各地区公民

館ごとに年間１箇所と、最初から計画で挙げてもらう

というふうな方法もあると思うんで、やっぱりその辺

は地区公民館を中心とした活動として、お宝さがしは

１箇所ずつやりますよと、いうような形で私は実行し

ていただきたいということを申し上げ、おばねクラブ

の総括質疑を終わります。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 以上で、おばねクラブの質疑を打ち切ります。 

 次に、会派に属さない議員の質疑を許します。まず、

星川薫委員の質疑を許します。星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 



 じゃあ私のほうから質問させていただきます。３委

員よりもう出てますけども、予算書のですね109ページ、

７款１項３目、仙台市営ラッピングバスの件でござい

ます。今２台あるわけですけども、この路線、どこに

なっているか教えていただけますでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 星川委員のほうに２台の路線ですけども、１台は泉

のほうから駅に来る路線です。もう１台は上川内、八

木山動物園のほうから駅のほうに来る路線、この２路

線を走ってもらっております。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ありがとうございます。私もまだラッピングバス、

拝見したことがなくてですね、見てみたいんですけど

も、ラッピング、実際そのラッピングというのは、ど

のようなものが描かれてるか、教えてもらってよろし

いですか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 委員のほうからは、ラッピングのデザインになりま

すけども、側面に両方とも大きなスイカ、ちょっと今

手元にあるんですけども、これもし良ければあとであ

れですけども、ちょうどボディーにそのものがもうス

イカを横に切った時の形になっているという形のイメ

ージです。前後のほうにもスイカと、あと後ろのほう

には銀山温泉の夜の写真が入ってます。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ありがとうございます。本市ですね、象徴として、

雪とスイカと花笠、３つあがっているわけです。そし

て去年からですね、スノーランド、徳良湖のほうでや

らせてもらってますけども、新しいこのラッピングに

は、ぜひですねスノーランドのほうをアピールしてい

ただきたいなというふうに思うんですけども、どうで

しょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 委員からは今、デザインについての考え方でありま

す。ぜひそれも参考にさせていただきながら、例えば

ですけども、デザインについて、市民の方から選んで

もらうというか、投票してもらうような機会とか、そ

ういうこともちょっと今考えておりますので、そうい

う段階でまた示せていただければと思っております。

以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ぜひよろしくお願いしたいと思います。次に移りま

す。次も109ページ、７款１項３目の工事請負費につい

て、ご説明お願いいたします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 お答えいたします。工事請負費につきましては、今

般９月にローラーすべり台が台風により破損したもの

ですから、修繕ができないというふうな状況でありま

した。これは古くてもうその型式がないんだという話

ですけども、その分につきましての更新を考えており

ます。ちょうどあそこは小高い丘でありますので、丘

でありますので、同じような形でのすべり台を整備す

るわけですけども、今ローラーすべり台というものも

もう今ない時代でして、グリッサンドすべり台という

ような名称になっております。これにつきまして、延

長がだいたい20ｍ、または10ｍというやつを２つ、ま

たはもう１つ、小さい子どもも滑れるような6.6ｍ前後

ですかね、というような延長のすべり台、およそ今３

台のすべり台を、その山の頂上から各裾のほうと申し

ますか、そちらのほうに設ける予定であります。あと、

せっかくすべり台に登るために、やっぱり斜面登るも

のですから、例えば名前というとちょっとあれなんで

すけども、ロープクライムというような、遊びながら

山を、その丘を登れるような設備も導入できればとい

うふうな形で、今考えております。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ありがとうございます。今のところ３台のすべり台

ということなんですけども、20ｍから10ｍ、6.6ｍと結

構大きいすべり台だなというふうに思います。これあ

れですかね、傾斜なんかも結構考えて設置されるとい

うことでよろしいんでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 



 お答えします。傾斜につきましても、現状の傾斜の

部分、これ四方に行っているんですけども、例えば花

笠グラウンド側がちょっと急なんです。ちょっと崩れ

て崖になっているところもありまして、そこは急で、

あとはレストラン側に、今来ているところについては、

やっぱり皆さんからの意見で、道路側にすべって来る

のはいかがかという意見もありますので、そちらのほ

うには向かわせないほうがいいのかなというふうに思

っております。また、１番いいのは、今の遊具がある

方向の雪ごろうの広場というような形で表現してます

けども、そちらのほうに向かう斜面なども有効に使え

ればというふうに思っております。できれば、ソガキ

がしなくてもいいような遊具ということで、今いろん

な寒冷地向けの遊具もありますので、そういう部分で、

傾斜とその雪の関係も調整しながらしていきたいなと

思っております。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ありがとうございます。やっぱり心配なのはやっぱ

り耐雪型じゃないとなかなかすぐ故障してしまうと思

うんです。それでやっぱり3,000万円もかけてこの遊具

設置するわけですから、ぜひやっぱり人がね乗って楽

しい、子どもから大人まで乗って楽しいと思えるよう

なすべり台にしていただきたいと思います。 

 次に移りたいと思います。次、133ページ、10款２項

１目の工事請負費についてご説明お願いいたします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（山 口 清 孝 君） 

 工事請負費につきまして説明いたします。名木沢小

学校の校舎の解体費が6,000万円、それから小学校の営

繕費としまして100万円と、同じく小学校の消防設備の

整備費として30万円、それから小学校の無線ＬＡＮ工

事、小学校６校なんですけども、各学校にアクセスポ

イント、３箇所ほどのアクセスポイントを付けるよう

な工事になります。これが580万7,000円となってござ

います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ありがとうございます。解体工事費がですね主たる

部分ということですけども、私も９月の分科会のほう

でお願いしていました、尾花沢小学校へのですね水道

の設置、あと休日、スポ少等がグラウンドを使用する

んですけども、トイレがないということで、学校もし

くは体育館のトイレを使用する際の鍵関係ですね、そ

の辺も入っているのか、ちょっとお聞かせ願いたいん

ですけど。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（山 口 清 孝 君） 

 星川委員のほうからは、９月にそういうご提案をい

ただきました。部署内のほうではいろいろ検討はして

いるんですけども、まだ学校のほうと協議が整ってい

ないような状況でございます。したがいまして、工事

の内容によりましては、営繕工事費のほうで工事でき

るものについてはそちらのほうで、あと予算的に時間

が必要な場合につきましては補正予算ということで対

応させていただければというふうに思ってます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ぜひお願いいたします。やっぱり去年すごく暑かっ

たですけども、グラウンドに水道がないということで、

ちょっと熱中症の絡みもありまして、ちょっと対応が

できなかったということもあります。またトイレなん

ですけども、どうしても土、日やってまして、どうし

てもですね、普通に外でするしかないということがあ

りまして、なんかそれも子どもたち可哀相だなという

ふうに思って見ていました。ぜひお願いしたいと思い

ます。 

 次に移ります。133ページ、10款２項１目の備品購入

費について、ご説明お願いいたします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（山 口 清 孝 君） 

 備品購入の内訳についてご説明いたします。小学校

児童用のパソコン購入でございます。小学校５校でご

ざいますが、鶴子小学校につきましては中学校の分で

更新の際にすでに終了しております。ウィンドウズ７

にサポート終了に伴うものでございます。パソコンが

100台と教師用が５台、それからサーバー、プリンター、

ネットワーク機器、あとは授業支援ソフト等が入りま

して、2,412万円ほどでございます。それから、鶴子小

学校の統合に伴いますスクールバス購入費400万円で

ございます。鶴子小学校の児童が11人程度になるとい

うことから、14人乗りのハイエースのような、ワンボ

ックスと言うんですか、を予定してございます。ほか、

学校への配当備品費ということで、10万円かける６校



となっております。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ありがとうございます。パソコンが100台ということ

でございます。だいたい導入、購入の時期はいつ頃に

なるでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（山 口 清 孝 君） 

 夏休み終了までには、無線ＬＡＮのほうもパソコン

購入のほうも終了させたいと思ってます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ありがとうございます。結構夏休みまでにはできる

ということだったので、早く対応していただけている

なというふうに思います。またですね、新学習指導要

領ですか、小学校は31年度と、今年からですよね、来

年でしたっけ、小学校が来年度、中学校が再来年度か

らの導入ということで、この100台でパソコンはもう間

に合っているというふうに思ってよろしいんでしょう

か。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（山 口 清 孝 君） 

 １クラス分は間に合います。各学校１クラス分は間

に合うという状況でございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ありがとうございます。パソコン使い道、たくさん

いろいろあるんですけども、今回の学習、新学習要領

見ますと、すごいこと書いているなと思うほどなんで

すけども、本当にできるのかなと、本当は心配なとこ

ろもあります。ただパソコンって便利なことは便利で、

ただ本当に、勉強するだけじゃなくて、学校交流にも

使えると思うんです。今スカイプとかと無料の画像、

両方のパソコン同士で見られるとかですね、そういう

のもできますから、ぜひそういうのもですね、学校同

士の対話でも使っていただきたいなというふうに思い

ます。 

 次に移らせていただきます。145ページ、10款４項２

目のですね、はたちのつどい共催負担金についてご説

明お願いいたします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（五十嵐 満 徳 君） 

 はたちのつどい共催負担金についてのご質問でござ

いますけれども、毎年８月15日に開催しております成

人式終了後に、はたちのつどい実行委員会の主催で、

はたちのつどいを開催しております。はたちのつどい

実行委員会へ共催負担金といたしまして、支出してい

るものでございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ありがとうございます。一般質問でですね、和田議

員のほうからも、ふるさと納税の観点のほうから話が

出ました。やっぱりですね、はたちと言っても、成人

と言えば成人なんですけども、学生さんもたくさんお

られます。まだ働いてなくて、学生さんもいらっしゃ

るので、ぜひこの辺はですね、定住促している尾花沢

市ですから、子どもに帰ってきてもらわないと尾花沢

なくなっちゃうわけですから、その辺も踏まえてもっ

と協力していただきたいなというふうに思います。 

 次に移らせていただきます。155ページ、10款５項３

目、市スポーツ少年団全国大会等選手派遣補助金につ

いてご説明お願いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（五十嵐 満 徳 君） 

 31年度新規事業になりますけれども、市スポーツ少

年団全国大会等選手派遣費補助金100万円を予算計上

させていただきました。この新規事業につきましては、

県の予選会を経て、東北大会以上の大会に出場する際

の参加料、交通費、宿泊等を補助し、子どもたちがス

ポーツしやすい環境の整備を図るための事業としてお

ります。また子どもたちが取り組んでいるスポーツも、

多岐にわたっておりますので、市外で活動しているク

ラブチーム等で活躍している子どもたちもいらっしゃ

います。スポーツ少年団本部の登録のあり、なしに関

わらず、対象として支援してまいりたいというふうに

考えております。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ありがとうございます。これ本当に今年から補助金

付けていただきまして、感謝申し上げます。やはりで

すね、このスポーツ少年団、クロスカントリー、ハン



ドボール、特に尾花沢を代表するスポーツなんですけ

ども、そのほかにもやっぱり、野球であったり、いろ

いろあります。その話の中で、今度はクラブチームや

シニアチームといった少年団でなくても、この対象に

なるということだったので、すごく本当に、いい制度

を作っていただいたなというふうに思います。ただあ

の、この制度って今年からできましたんで、きっとほ

とんど知られないと思うんです。だから、分かるよう

な制度、分かりやすく説明していただきたいと思うん

です。その辺はどのように考えてますか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（五十嵐 満 徳 君） 

 31年度新規事業になりますので、支援の内容につい

て、市民に分かりやすく、知っていただくために、ホ

ームページ並びにスポーツ少年団の総会等でもお示し

をしていきたいなというふうに考えております。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 星川薫委員。 

◎星 川   薫 委員 

 ぜひお願いしたいと思います。私からの質疑は、以

上とさせていただきます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 以上で、星川薫委員の質疑を打ち切ります。次に、

笹原和子委員の質疑を許します。笹原和子委員。 

◎笹 原 和 子 委員 

 それでは、私から質疑を行いますので、よろしくお

願いいたします。 

 はじめに133ページ、10款２項２目13節、委託料です

けれども、活力ある学校づくり推進事業についてです

が、説明書によりますと、28万円から110万円と、約５

倍に拡充されております。先日の伊藤議員からの一般

質問の中でも答弁がありましたが、もう少し内容につ

いて詳しく説明をお願いいたしたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 教育指導室長。 

◎教育指導室長（下河辺 敏 弥 君） 

 これまで学校には地域の素材、人材を活かした特色

ある学校づくりをお願いしておりました。これを進め

るにあたって、活力ある学校づくり推進事業のもと、

２万円を配当しておりました。ただ、この２万円では

十分な講師謝礼等もお支払いできない。あるいは新し

くいろんな事業を学校で起こしたくても、できないと

いう声がありましたので、このたび学校に一律10万円

を配当するということにしたところです。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 笹原和子委員。 

◎笹 原 和 子 委員 

 ありがとうございます。２万円から10万円というこ

とで、なかなか２万円では十分な活動ができなかった

ということで、10万円に拡充ということですよね。や

っぱり各地域によって取り組み方も内容も、各学校に

おいてそれぞれの地域の特性を活かしたものになるの

ではないかと思います。ぜひ、学習や活動に有効に活

用していただいて、そして児童、生徒たちのスキルア

ップにつながりますよう、ご指導のほどよろしくお願

いをいたしたいと思います。 

 次の質問になります。予算案の説明資料なんですけ

れども、19ページ、78番、延沢銀山遺跡整備事業につ

いてお願いいたします。延沢城跡の登城路、そして本

丸の景観整備につきましては、これまでも何度か質問

をさせていただきました。今回やっと本丸の景観整備

ということで予算化していただきまして、誠にありが

とうございます。本丸の周りの杉の木もかなりの大木

になりました。あの杉の木の伐採となりますと、かな

り大変になるのではないかと予想されますけれども、

杉の木を所有している、所有者ですか、地権者ですか、

との話し合いは了解を得ておられるのでしょうか。そ

してまた、今後の伐採計画の予定としましては、どん

なふうになさるのかをお伺いいたします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（五十嵐 満 徳 君） 

 延沢銀山遺跡整備事業についてのお尋ねでございま

す。延沢城本丸の周辺、杉の伐採の計画についてでご

ざいますけれども、以前より延沢城保存会の皆さんか

ら、支障木の伐採についてのご要望をいただいており

ます。平成31年度国の補助事業に申請を予定しており

ますけれども、伐採する地権者については、すでに同

意をいただいているところでございます。ただ伐採す

る木の調査、杉の調査を、今後春先から進める予定を

しておりまして、杉については立木補償という形で、

今保存会の皆さんとお話をさせていただいているとこ

ろでありますので、引き続き事業完了に向けて、保存

会の皆さんと協議を進めて事業に取り組んでまいりた

いと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 笹原和子委員。 

◎笹 原 和 子 委員 

 ありがとうございます。杉の木の伐採につきまして



は、遺跡保存会の方もいらっしゃいますので、協力的

だと思いますし、関係者とのお話し合いを進めていた

だいて、念願でありました本丸からの眺望、楽しみし

ていきたいと思っております。よろしくお願いします。 

 そして先日ですけれども、３月１日付けの山形新聞

に、延沢城についての提言が載っておりました。見ら

れた方もいらっしゃるかと思いますが、尾花沢市の文

化財保護審査員の方の提言でありました。地域に残る

文化財は、偶然にできたものではなく、私たちが生き

てきた証であると語っておられました。延沢城ばかり

ではなく、尾花沢市にある宝ものは、先ほど加藤委員

からも各地区に宝ものがあるのでという話がありまし

たけれども、やっぱりこういうことは、今に生きる私

たちで、何としても後世に伝えていかなければならな

いのではないかと思いますので、よろしくお願いをし

たいと思います。 

 続いて、山の神神社の改修工事についてですが、こ

の前の全協におきまして、政権分離の観点から、市に

おいてはなかなか改修もできないというお話でありま

したが、今回改修工事ができるようになったという説

明でありました。それで工事は完成しますと、山の神

神社の今後の管理としましては、どのようにしていく

のかをお尋ねしたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（五十嵐 満 徳 君） 

 山の神神社の工事完了後の管理についてのご質問で

ございます。これまでも、銀山温泉組合の皆さんと山

の神神社の工事について、お話し合いをする場面を作

ってまいりました。現状では、本当に山の神神社の破

損が大変ひどい、危険な状況にあるということで、現

在は管理なってない状況でございます。話し合いの中

では、工事完了後、銀山温泉組合のほうで管理をして

いくという確認をいただいているところでございます。

４月には、銀山地区の総会が開催されるということで

お聞きしております。その際、山の神神社の代表者、

並びに管理の面についても、話し合いを行っていくと

いうことでありますので、今後管理面については、市

と組合のほうで覚書などを交わしながら、管理の面を

銀山温泉組合のほうにお願いしていきたいというふう

に考えております。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 笹原和子委員。 

◎笹 原 和 子 委員 

 山の神神社につきましては、今では子宝の神様、そ

して安産の神様として、広く信仰されていると思って

おります。かつては参拝に行かれる方が多くありまし

たけれども、時代の流れで、かなりさびれてしまいま

した。地元においても、銀山の鎮守として崇められて

てきた歴史があって、今に至っております。今回改修

されるということで、元の姿に戻ります。その管理に

ついては、温泉組合のほうでというお話でありました

けれども、山の神神社も、延沢銀山遺跡として、とも

に国指定にされておるわけでありますから、延沢城遺

跡保存会のように、保存会的な形で、後世につないで

守りついでいただくような管理はできないものか。た

だ今、温泉組合のほうでというお話もありましたけれ

ども、それイコール保存会的なことも考えてみてはど

うかと思うんですが、いかがでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（五十嵐 満 徳 君） 

 お答えいたします。現在、山の神神社につきまして

は、山神社ということで、法人の登記がなされている

ところでございます。ただその法人には登記上なって

いるものの、組織の体制が組まれていないというのが

現状です。会員が誰なのか、代表が誰なのかというと

ころがまだ定めがなってないというところでございま

すので、市といたしましても、今後管理する団体は誰

なのかというところを、銀山温泉組合の皆さんと話し

合いを行って、代表は誰で、会員は誰々なんだという

ところをきちんとお示しができるように、温泉組合の

ほうと話し合いを行ってまいりたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 笹原和子委員。 

◎笹 原 和 子 委員 

 ぜひよろしくお願いしたいと思います。今年度は廃

坑の周辺の散策路の安全対策工事も予定されておりま

すし、いずれは散策コースにも入れていただいて、銀

山のますますの繁栄を期待いたしたいと思います。 

 次の質問になります。43ページ、２款１項13目、委

託料、職員健康診断業務委託料ですが、昨年９月の決

算特別委員会で、職員の健康診断の結果、要指導、要

精検の人数が本当に多いことに驚きました。30年度健

康診断の結果がどうなのか。また職員の健康管理をど

のように行っていくのかお伺いいたします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀   剛 君） 

 笹原委員のほうに、職員の健康診断関係のほうにつ



いてお答えを申し上げます。今年度の健康診断の実施

状況でございますけれども、７月23日、８月１日の２

日間の日程で実施をしておりまして、正職員、臨時職

員合わせまして369名が受診をしております。その結果

でございますけれども、ただ今委員仰せのように、ラ

ンク的に異常なし、要観察、要指導、要精検、要治療、

継続治療と分かれておりますけれども、その中で、要

精検、要治療、継続治療の方については、再度検診を

をしていただくような仕組みになっております。これ

らの３つのランクに位置する方が212名おりまして、

57％の職員となっております。これらの方々につきま

して、現在再度検診のほうの受診の勧告を行っており

まして、現在99.5％の再検査の受診状況となっており

ます。なお、この健康診断後に行いました結果に基づ

きまして、うちのほうの保健師によります健康診断の

結果の相談会のほうについては、３日間開催をしてお

りますし、その後も随時相談できる体制をとっており

ます。なお、健康関係につきましては、今お話をしま

したように、保健師も含めて受診体制、または相談体

制もとっておりますけれども、職員側のほうも含めま

して、安全衛生委員会というものを組織しております。

それらについては、中央診療所の本間所長のほうから

も入っていただいて、ご助言等もいただいております

けれども、今年度４回開催をしておりまして、どうい

った形で健康づくりに取り組めばいいかということで、

会議のほうも行っているところでございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 笹原和子委員。 

◎笹 原 和 子 委員 

 仕事はどんな仕事でもやっぱりストレスを抱えます。

リフレッシュを取るという意味ではやはり、有給をき

ちんと取れるようにすることではないかと思います。

４月からは、働き方改革の中に有給休暇が義務付けら

れますが、ここ１、２年の有給休暇の状況というのは、

どうなんでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀   剛 君） 

 分かる話で答えさせていただきます。平成28年度に

ついては6.5日、平成29年度につきましては6.8日、平

成30年につきましては6.9日、これについては暦歴にな

りますので、１月から12月となっております。ここ２

年ほど若干取得率は上昇はしてきておりますけれども、

大変申し訳ない話、県内の他市町とくらべれば、最下

位的なレベルにあるというのは事実でございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 笹原和子委員。 

◎笹 原 和 子 委員 

 やはり公務員は企業と違い、災害、有事の際には勤

務時間や休日関係なしに任務にあたらなければなりま

せんし、有給休暇の消化も、今言ったように非常に悪

い状態にあります。やっぱり今働いている職員を守っ

ていかなければなりません。職員の皆さんに心身とも

に健康で働いていただかないといけませんし、健康で

ないと意欲もわきません。職員の持っている能力も十

分に発揮できなくなります。またさらに、住民のサー

ビスも維持できなくなってしまうわけです。ぜひ仕事

の能率化も図りながら、ちょっとそこはね、裏腹にな

ってしまうんですけれども、でもやっぱり職員の健康

も守っていかなきゃならない。仕事もしなきゃならな

いというところで、大変ではあると思うんですが、ま

ず職員の健康管理をどうぞよろしくお願いしたいと思

います。 

 次の質問をいたします。109ページ、７款１項３目19

節になります。貸出用花笠踊り法被製作業務委託につ

いてお願いいたします。新しく更新する花笠踊り法被

の枚数と法被の柄は新柄になるのかをお聞きしたいと

思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 笹原委員のほうにお答えいたします。法被の枚数に

つきましては、今50着分を製作する予定で今計画して

おります。また、その柄につきましては、これまでは

紫とピンク色の２種類がありましたけども、今回はオ

リジナルの尾花沢のバージョンということで、例えば

花笠踊り発祥の地、またはその日本遺産の構成文化財

になっているという部分を強くアピールできるような

法被を作りたいというふうに思っております。以上で

す。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 笹原和子委員。 

◎笹 原 和 子 委員 

 やっぱり法被も、何回もクリーニングをしますと、

生地も傷んできますし、柄も洗濯することでだんだん

薄れてまいります。花笠まつりの時期に法被が足りな

いということに関しては、とてもうれしい悲鳴ではな

いかと思いますが、ただ、今の法被は今答弁にもあっ

たんですけども、ちょっとおとなしい柄で、うす紫と

ピンクでは、ちょっと目立たなすぎるのではないかと



思います。やっぱり素敵な法被は観客を楽しませてく

れます。ただ今の答弁でオリジナルの模様にする、柄

にするということでありましたので、ちょっと安心し

たんですけれども、やっぱりお祭りなので、柄は思い

きって、派手な柄にしたほうがいいのではないかと思

いますが、いかがでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 法被のデザインというか、この柄のイメージですけ

ども、やはりいろんな意味で市民に貸し出しなります

ので、例えば結婚式とかイベントに行っても、すごく

目立っていただければ、誰もが尾花沢のセールスマン

という形で動いてもらえればなというふうなイメージ

です。そのために例えば背中でものを語るというよう

な形もありますけども、タスキをしなくても背中で、

その今訴えたい部分を訴えられるような法被なんかも

あるんでないかというふうに、いろんな分野の方から

話聞いた時に、タスキが結べないというか、その結ぶ

タスキの必要性も伝承だと思いますけども、そういう

背中で尾花沢を表現できる部分もあるのではないかと

か、いろんな意見もらっておりますので、できるだけ、

誰もが着たくなるような法被、目立つという部分と、

あとは派手という言葉で今あったんですけども、ぜひ

参考にさせていただきたいと思います。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 笹原和子委員。 

◎笹 原 和 子 委員 

 やっぱり、お祭りはね、みんなでわいわいするとこ

ろなので、ちょっと沈んだ柄ではうまくないと思いま

すので、ぜひその辺を考慮していただいて作っていた

だきたいと思います。今年の夏には着れるんですか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 ８月の祭りでお披露目ができるような形で今考えて

おりますので、ぜひ市民にまずできたという部分の告

知と、観客には新しい法被で喜んでいただけると。あ

とは着てもらって踊っている方も喜んでもらえると思

いますので、そういう機会を作っていきたいと思って

おります。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 笹原和子委員。 

◎笹 原 和 子 委員 

 じゃあ今年のお祭楽しみにしていきたいと思います

ので、どうぞよろしくお願いいたしまして、短いです

けども、私の総括質疑を終わらせていただきます。あ

りがとうございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 以上で、笹原和子委員の質疑を打ち切ります。 

 ここで、15分間休憩いたします。 

 

              休憩 午後２時08分  

              再開 午後２時22分  

 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 それでは、再開いたします。 

 休憩前に引き続き、会派に属さない議員の質疑を許

します。次に、伊藤浩委員の質疑を許します。伊藤浩

委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 それでは続けて総括質疑をさせていただきます。ま

ずですね、予算書45ページ、２款１項１目、一般管理

費の13節、委託料です。市制施行60周年記念事業費業

務委託料、これの詳細についてお伺いをします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀   剛 君） 

 伊藤委員のほうから、市制施行60周年記念式典と業

務委託料についてのお尋ねがありますので、お答え申

し上げます。昭和34年に県下12番目の市として誕生し

まして、本年が市制施行60周年の節目にあたることか

ら、市民、先人たちの築き上げた歴史を振り返り、市

民はじめ多くの方々とともに祝うために、市制施行60

周年記念式典を開催する予定であります。開催月日に

つきましては、10月26日土曜日、午後１時から、会場

については尾花沢市文化体育施設サルナートとしてお

ります。開催内容の詳細につきましては、今後検討進

めることとしておりますけれども、式典については２

部構成とし、第１部については記念式典及び記念表彰、

第２部については記念アトラクションとしたい考えで

あります。第２部の記念アトラクションの内容につき

ましては、本市出身の歌手の方による歌謡披露や、市

内音楽、芸能関係団体によるアトラクション等を想定

しているところであります。 

 業務委託の内容等につきましては、この式典に伴い

ます舞台の音響、または式典の進行、または60周年記

念の看板、１番大きいものとしてアトラクション関係

のほうの委託という形になりますけれども、今ご答弁

させていただきましたように、詳細等詰めている段階



でありますので、この回答とさせていただきます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 10月26日、メインの式典とアトラクションという内

容でございますけども、やはり60周年ということをで

すね、市民みんなでお祝いしたいと。なるべく多くの

市民の皆さんから参加をしていただくという方向付け

で進めていただきたいと思います。１つ提案なんです

けども、必ずこの日ということでなくともよろしいか

と思います。今ですね、テレビ見てますと、いろんな

バラエティー番組をですね、そういう何周年、市制50

周年とか、それに合わせて招致するといいますか、そ

の番組が出向いて、いろんなことをやっているようで

ございます。例えばＮＨＫで言えばのど自慢、民放で

言えば笑点でもやってます。最近お宝鑑定団も結構人

気があるようでございます。このようなことを招致し

て、市民の皆さんから見ていただいて、お祝いすると

いうのも１つの案かと思いますが、この辺はいかがで

ございましょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀   剛 君） 

 ただ今、お話をさせていただきました、私どものほ

うで今お話をさせていただいたのは、記念式典のほう

でございまして、60周年の記念にあたりまして、いろ

いろな事業等も併せて行うという考え方ではございま

す。なおこの記念式典の際につきましては、市内の小

中学校の児童、生徒による作品展示、または市民文化

祭的なものについても、この式典と併せた形でできれ

ばと思っております。なお今伊藤委員のほうからご提

案がありました各種事業関係については、担当課のほ

うよりまたご説明させていただきます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総合政策課長。 

◎総合政策課長（加 賀 孝 一 君） 

 ただ今伊藤委員のほうから、さまざまな公開番組等

を招致しながらもっと市民が集まれるような機会を作

ってはどうかといったお尋ねでございます。市長の施

政方針にもございましたけれども、60周年記念等につ

きましては、オール尾花沢の形でやっていきたいとい

ったことで、今現在考えております。確かに、のど自

慢、それから笑点、お宝鑑定団等々につきましては、

何周年記念という形でやられている市町村も多くござ

いますが、それにはある程度数年前から手上げ方式を

とって、その中でやられているということもございま

すので、今回につきましては、できるだけ尾花沢出身

の歌い手さんとか、あと小中学校の子どもさんとかの

形でやらせていただければなと考えているところでご

ざいます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 決してそれでは足りないからというわけではござい

ませんけども、やっぱり市民の皆さんが喜ばれるんで

はないかなという思いで提案をさせていただきました。

いずれにしましても、先ほど申し上げましたように、

なるべく多くの市民の皆さんから集まっていただいて、

みんなで60周年を祝うという、基本的な考え方でぜひ

進めていただきたいというふうに思います。 

 次の項目でございますが、予算書の51ページでござ

います。２款１項８目、交通安全対策費の８節、報償

費でございます。高齢者運転免許証自主返還報償費、

昨年度の当初予算で130万円ございました。今年は50

万円の減の80万円という予算になっております。この

背景についてお伺いをします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（小 関 嘉 行 君） 

 お答えいたします。高齢者運転免許証自主返納報償

費の予算額の減ということについてでございますが、

今現在、昨年度、110名から免許証の支援の申請があり

ました。今年度は２月末現在でございますが、75名の

方から申請がございました。予算額の減ということで

ございますが、こちらの予算額につきましては、交付

枚数で予算化するものではございませんで、実際にタ

クシー券なり、バス券なりを利用した実績に応じてお

支払いをする、そういったベースの予算額になってご

ざいます。今現在でありますが、29年度から支援内容

のほう拡充させていただきまして、高齢者の交通支援

に取り組んでおりますが、今現在の実際の利用率でご

ざいますが、交付枚数に比較しまして３割の利用実績

ということになってございます。この背景にはいわゆ

る市の路線バス、こちらのほうが70歳以上の方は無料

と。それにプラスしまして、おもいやりタクシー事業、

こういったものも実施してございます。あとは、今現

在交付しております、タクシー利用券等について、先

ほどもご答弁申し上げましたが、利用期限を設けてい

ないというふうなことで、そういったことから、その

もらったものをその年度中に全て利用するというふう



な状況にはなってないということで、これまでの利用

状況等を加味いたしまして、80万円という予算を計上

させていただいたものでございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 大変良く理解できました。やっぱり単年度のものだ

けではないんで、やっぱりちょっとはっきり見通しが

できない部分があるということかなというふうに思い

ました。ただ収納率が約３割というふうなことで、ほ

かのいろんな事業もありますんで、そういう面も出て

くるのかなというふうに思います。これに関してもう

１点なんですけども、自分の住んでる地域を見ても、

大変ですね、ちょっと高齢になった方がまだ運転を続

けていらっしゃるというふうな方もおられます。スト

レートになかなか言えないんですよね、ちょっと危な

っかしいから返納したらどうだと、そういうお話をあ

まりはっきりは言えないんですが、やっぱり何かの形

で皆さんに、こういう事業もありますよと、やっぱり

本人からすれば、足を奪われるような、そういうふう

なことになってしまう方もいらっしゃるかなと思うん

ですけども、いわゆるこれを周知ですね、今私もほと

んどそういうのをまだ見たことはないんですけども、

市として、そういうふうな周知方法というのは今どう

なってますか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（小 関 嘉 行 君） 

 この事業につきましては、目的が高齢者の運転によ

る事故防止というところが第１前提としております。

そういったことで、いろんな交通安全のいろんな運動

週間の取り組みとか、あとは市報等でのＰＲ、そうい

ったものをこれまで継続してやってきているところで

ございますので、今後とも高齢者の運転による交通事

故につながる施策でございますので、積極的にいろん

な機会を設けてＰＲをしてまいりたいなというふうに

考えてございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 今のご答弁のとおりだと思います。やはり１番の目

的は事故防止ということになるかと思いますので、今

後も継続してですね、本当に線引きが難しいかと思う

んですけども、ぜひ周知を続けてお願いしたいという

ふうに思います。 

 次の項目なんですけども、予算書の59ページでござ

います。２款１項15目、諸費１節の報酬で区長報酬が

昨年度、当初予算と比較して23万1,000円の減という内

容でございます。これの理由をお伺いいたします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（小 関 嘉 行 君） 

 お答えいたします。区長報酬でありますが、30年度

予算よりも若干減少してございます。これにつきまし

ては、30年度の予算の段階では地区数が93地区で予算

を計上しておりました。30年度予算可決後に昨年の３

月末でありますが、牛房野地区のほうから、牛房野１

と２を統合して牛房野地区１つにするというような申

し入れがありました。そういったことで、今現在地区

数が92地区と、30年度予算を計上した段階より１地区

減少してございます。そういったことで、地区数の減

と、あとは多少なりの世帯数の減少、そういったとこ

ろを見込んで予算を計上させていただいたものでござ

います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 区長さんが１名、統合により減ったというふうな背

景、その世帯数の減もあるということでございますけ

ども、30年度から比較して、来年度どのぐらいの減に

なると見込まれてますでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（小 関 嘉 行 君） 

 お答えいたします。30年度の段階では、ちょっと多

めな予算になったかもしれませんが、約5,300世帯とい

うふうなことで、予算を計上させていただいておりま

した。今現在でありますが、今回は5,200世帯の世帯数

で予算を計上させていただいておりますが、実際の実

績の段階では5,100数十世帯というふうな世帯になる

と見込んでおります。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 一般質問でもちょっと関連して触れたわけなんです

けども、やはり地域の世帯数が、今の答弁のように、

だんだん減っているというふうな状況で、その限界集

落ということですよね、１番怖いのは。これも一般質

問で申し上げましたが、ウィキペディアの定義により

ますと、限界集落というのは65歳以上、人口比50％以



上という、非常に簡単な定義しか載ってなかったんで

すけども、将来的に、こういう心配がここ何年ぐらい

で発生するかどうか。今の段階でですね、どういうふ

うな市の考え方あれば、お伺いしたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（小 関 嘉 行 君） 

 今のご質問でありますが、今の時点で、どの時点で

というふうなことは、ちょっと想定が難しいのかなと

いうふうなことで、ちょっとご理解お願いしたいと思

います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 確かに大変捉え方も難しいし、こうなってはならな

いというふうな考え方でよろしいのかなというふうに

思います。やっぱりそのためにはですね、この前もお

願いしましたような、やっぱり各地域の今の現状、そ

して集落の本音、そういうものを十分吸い上げていた

だきながら、場合によってはまた区を統合しなければ

いけないというようなことが出てくるかもしれません

けども、ぜひこのやっぱり限界集落というものだけは、

絶対に発生しないようなですね、今後努力を我々も含

めてやっていかなければなというふうに思います。 

 次の項目に移ります。予算書61ページ、２款１項17

目、ふるさと尾花沢応援基金事業費、この８節の報償

費でございます。関連した質疑もありましたが、私か

らも２点についてお伺いをします。 

 まず、昨年来ですね、いろいろ総務省の指導で、返

礼品は３割以内というふうなお話がよく聞かれるよう

になりました。本年度のこの事業の運用の中で、市と

してこの辺の考え方をまずお伺いしたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 定住応援課長。 

◎定住応援課長（菅 原 幸 雄 君） 

 伊藤委員にお答えいたします。地方税法の改正によ

りまして、４月から３割化が、これまでも３割化につ

いては、それなりの指導がありまして、ただ今回、そ

の法制化にすることによって厳格に３割以内だよと、

こういうふうなことです。もちろんこれに即しまして

順守してまいりたいと思います。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 よろしくお願いします。 

 次にですね、同じ項目で、広告料と手数料、これも

昨年の当初予算と比べてかなり減額をしております。

広告料が約900万円の減、手数料も330万円ほどの減額

になっていましたが、この背景についてお伺いをいた

します。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 定住応援課長。 

◎定住応援課長（菅 原 幸 雄 君） 

 お答えいたします。仰せのとおり、手数料や広告料

の予算額については、昨年度と比較しまして、かなり

減少しております。広告費のまず減少について申し上

げます。１つ目には、今年度広告の費用対効果をまず

考えたということです。一口に広告と申しましても、

新聞ですとか、雑誌ですとか、電車の中吊り広告、イ

ンターネット等々あります。それぞれにその寄附者層

も違うかと思います。こうした中、むやみにと言いま

すか、広告かなり高額なものが多いものですから、特

にそのできるだけ費用対効果があるものということで

厳選しました。実際には新聞広告２つ、お盆の際の県

内向けの地方版の広告と、駆け込み需要の多い12月に

都市部を中心としたカラー刷りのものの２つに絞りま

した。このことについても、それなりに効果があった

のかなと思います。２つ目のその理由として、ふるさ

と納税ポータルサイト、これはもう８割を超えている

んですけれども、このポータルサイトのそのものが広

告といいますか、そういう機能があろうかと思います。

実際その昨年度については、新たに１つ。そして今年

度については10月にまたもう１つ。具体的には楽天市

場でありますけれども、これに出展を開始いたしまし

た。これも寄附額を徐々に伸ばしているところです。

また、ポータルサイトの１つ、具体的にはさとふるで

すとか、チョイスとかあるんですけれども、それぞれ

にそのテレビＣＭを展開しております。寄附される方

については、やはりそのサイトに入って、まああれで

すけども、どれにしようかな、というようなことにな

るもんですから、まずはこちらのサイトに入るという

ふうなことが考えられますので、広告費についてはや

はり今後も厳選していきたいなと思っているところで

す。 

 なお手数料についてですけれども、寄附、歳入額の

当初予算額、５億円から４億5,000万円に減少しており

ます。このことについても手数料については減少した

というふうなところになっております。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 東日本大震災弔意表明の黙祷のため、暫時休憩いた



します。 

 

              休憩 午後２時44分  

              再開 午後２時48分  

 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 再開いたします。 

 休憩前に引き続き、伊藤浩委員の質疑を続行いたし

ます。伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 ふるさと尾花沢応援基金事業、これやっぱり皆さん、

尾花沢がですね、少しでも良くなってほしいという願

いをこめて、寄附をしてくれているわけでございます。

ぜひとも、今後とも効果的な運用をお願いしたいと思

います。 

 次の項目なんですが、予算書の133ページ、10款２項

１目、学校管理費でございます。19節の負担金補助金、

ここには鶴子小学校閉校記念事業というふうなことで

50万円でございます。私前、平成21年、鶴子中学校の

閉校もあったわけでございますが、この時と全く同額

の金額でございます。ちょっと見直しをしていただけ

ればなというふうに思いまして、この項目を入れまし

た。申すまでもなく、消費税も変わっております。見

直しが必要なんではないかなと思いますが、いかがで

しょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（山 口 清 孝 君） 

 閉校記念事業の補助金についてお答えいたします。

閉校に伴う記念行事や記念誌の作成などの経費に補助

金をこれまでも出してきております。直近ですと、３

年前になりますか、上柳小学校の閉校の際にも同額の

50万円でございました。基本的には50万円で、来年度

も考えているわけですけども、鶴子小学校につきまし

ては、これから統合準備委員会を立ち上げ、鶴子小学

校、それから玉野中学校とも今後閉校記念事業の実行

委員会等を組織し、どのような閉校記念行事にしてい

くのか、いろいろ話し合われていくというふうに思わ

れます。閉校記念事業の内容によっては、増額も検討

していきたいというふうに考えているところでござい

ます。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 鶴子中学校の時は50万円、５％の消費税でございま

した。50万円の原資で消費税相当分を計算しますと、

２万3,800円でございます。今度小学校の閉校、玉野中

学校さんもそうなんですけど、11月に予定されている

と伺いをしました。10月から今度は10％にまた上がる

予定でございます。そうなると50万円の原資の中で４

万5,500円が消費税相当分というふうなことになって

しまいます。やはりこういうふうに社会的な背景で大

きな変化があった場合ですね、やっぱりこれは予算面

にもそのまま反映させるべきではないかなというふう

に思いますので、ぜひ今後とも検討をお願いしたいと

思います。 

 次の説明書の小学校教育用パソコン整備事業、先ほ

ど同等の質問がございましたので、これは省きたいと

思います。 

 あと説明書の11ページ、これも先ほど関連ございま

したが、活力ある学校づくり推進事業、予算が約５倍

というふうなことでございます。１つですね、この中

で、今統合になっている学校もございます。例えば宮

沢だとしたら、いろんな地域の子どもたちが今集まっ

ているわけです。今度鶴子も常盤小学校に統合すれば、

延沢、六沢、鶴子と、細野もございます。そういうふ

うな場合に学校授業の中でですね、限定した子ども、

その地域の子どもだけが、そういう地域と一緒になっ

た、いわゆるふれあい的な行事をできるのかどうか。

そこだけ１つお伺いしたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 教育指導室長。 

◎教育指導室長（下河辺 敏 弥 君） 

 学校で行う際、あくまでも授業の一環で行うと思い

ます。となると、その地域に限定した子どもというよ

りは、学年を限定してというのはあると思いますけど

も、今のご質問の中にあった地域を限定したというの

は、なかなか仕組むのが難しいところもあるのかなと

いうふうに思っているところです。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 やはりそうかと思いますが、例えば同じ日にですね、

その３つの地区でこういうことをやりましょうと、い

うふうな場合だったら、それはもう可能ではないかと

思いますんで、ぜひそんな考え方も１つ含めていただ

きたいなというお願いをしたいと思います。 

 あと、説明書19ページ、防災行政無線整備事業、時

間があまりございませんので、来年度の予算が3,740

万円、30年度も確か4,000万円ぐらいの費用が含まれて



いたと思いますけども、これですねやっぱり毎年、情

報が聞き取りにくいとか、聞こえないとかいう部分の

対応だと思うんですけども、将来的に、これも前から

お話されてますが、もう各家庭に受信機を置いたほう

が、もう一層クリアな情報を受けることができるんで

はないかという意見も前からございました。この辺と

の兼ね合いで、これからこの事業をですね、どういう

ふうな位置付けにしていこうと考えておられるのか、

お伺いをします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀   剛 君） 

 説明書19ページの防災行政無線整備等事業というこ

とでありますけれども、3,740万円、これ２つの事業ご

ざいまして、実は震度計のほうの、市役所の解体に伴

いまして、配管等もございますので、その予算として

550万円を取っております。防災行政無線の整備事業に

つきましては、3,190万円でございます。なお伊藤委員

のほうから先ほど、今年度もかなりの金額ということ

ございましたけれども、実は今年度につきましては896

万円という事業費でございます。来年度、平成31年度

の事業の予定といたしましては、なかなか難聴地域と

なってございます集落の大きい、または集落内に山が

あって聞こえないような集落ございますけれども、そ

の子局といたしまして５つ予定をしております。地区

的には、名木沢、寺内、丹生のほうの西本、あとは岩

谷沢、あとは上町のほうというふうに考えてございま

す。なお伊藤委員今お話されました、各戸別のほうの

受信機の関係でございますけれども、基本的にはこの

子局のほうを設置いたしまして、さらに難聴地域また

は、要援護者等がございましたら、その辺については

再度検討させていただきたいと考えております。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 ありがとうございました。以上で私の質疑を終わり

ます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 以上で、伊藤浩委員の質疑を打ち切ります。 

 次に、小関英子委員の質疑を許します。小関英子委

員。 

◎小 関 英 子 委員 

 では本日最後の総括質疑をお願いしたいと思います。 

 はじめに予算書の54ページ、55ページ、２款１項12

目のほうで、防災対策費ということで、昨年の８月に

豪雨による水害が発生しておりますが、河川の水位情

報の周知と、避難の情報の伝達方法は、どのように確

立されているか、お伺いしたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀   剛 君） 

 小関委員のほうにお答え申し上げます。河川の水位

情報につきましては、国関係のほうの管理の河川、ま

たは県管理の河川について、一元的に確認できるもの

としまして、山形県の河川砂防情報システムがござい

ます。これにつきましては、パソコンまたはスマート

フォンなどでも確認することができる情報でございま

す。また、山形県河川砂防情報システムのみならず、

その情報関係につきましては、その特にどこを見れば

入手できるかについては、現在作成中でございますけ

れども、防災情報ガイドのほうに記載をしまして、そ

れを見ればそこに開けるような形で行っていきたいと

思っております。しかしながら、そういったまだ情報

機器がない世帯等もございますので、それらにつきま

しては、防災行政無線、または広報、消防団の関係の

方からの広報なり、自主防災会等を通じました周知と

いうことで考えているところでございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 ありがとうございます。今課長のほうからもありま

したけど、やはり一元的に、いろんな情報源があると

いうことですけども、やはり先ほど防災ガイドを今作

成中ということで、お話がありましたが、やはりその

情報を取ってこれる方はいいですけど、これない方に

対してこその周知が大事になってくるのではないかな

と思います。今防災行政無線ということもありました

が、豪雨になってしまうと、雨になってしまうと、そ

の防災行政無線自体が聞き取れない状況になってくる

わけですから、そういう時にはやはり広報と言っても、

行けない状況になった時は、どういう対応を考えてい

ますでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀   剛 君） 

 市のほうで、避難勧告等の判断基準と伝達マニュア

ルということで定めております。土砂災害なり、いろ

いろありますけども、水害の場合について特に氾濫注

意の水位に達した場合の対応ということでございまし

て、それらについては今お話をしましたように、やは



り広報なり、消防団の方からの広報なり、または、や

はり地区のほうにお願いするなりをしての自主防災会

を通じた活動という形で考えております。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 やはりいろんな手段を考えていらっしゃるというこ

とで、おそらく無線というのもそれぞれ備えているか

と、無線機で連絡取る方法も考えられているというこ

とで、お聞きしておりますので、そういったしっかり

と情報が必要な方に伝わることが１番大事なことであ

ると思いますので、多方面で、いろんな方法で考えて

いただきたいと思います。その１つとして、今伊藤委

員のほうからもありましたけど、やはり個人のところ

で情報が取れるようなことが必要になってくるのでは

ないかなと思います。あと、個人的にしっかりと情報

が取れるように、あともう１つ、その防災行政無線が

なると、情報が取れるようにということで、電話回線

があると思いますが、それはしっかりと市民の方のほ

うに周知はなっているでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀   剛 君） 

 防災行政無線関係のほうでお話をさせて、放送して

いる内容については、電話で確認できるようにはなっ

ておりますけれども、まだまだ周知が足りないとすれ

ばさらに広報に努めたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 以前にもそういうお話をいただいて、各戸別に、た

ぶん広報と一緒だと思いますけども、各家庭で防災の

ことを話し合いましょうということで、いろんな情報

を載せていただいた中に、その電話番号は書いてあっ

たのは記憶にあるんですけど、やはり文字が同じ大き

さだったので、それが大事なものかというのが、おそ

らく伝わってないのではないかなと思います。また、

今ガイドの作成の中にも、おそらく入れていくとは思

いますが、やはり電話のところにないと、またしっか

りと自分の携帯の中にその番号を入れておくとか、そ

ういう認識しないと入れることもできないので、市民

の方がしっかり認識できる方法を考えていただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀   剛 君） 

 ただ今の小関委員仰せのとおり、防災行政無線のテ

レホンサービスということで、電話番号のほうは記載

をさせていただいておりますけれども、まだまだ見づ

らいというものであれば、改善をしなければならない

と考えております。さらに本市のほうでは、防災行政

無線と並行しまして、各スマートフォン等に伝達なり

ます、登録制メールのほうも推奨しております。ホー

ムページのほうにもすぐできるように、常時上のほう

に上げておるわけでございますけれども、まだまだ登

録制メールのほうの登録も進んでいないかと思われま

すので、さらに周知のほうを進めてまいりたいと思っ

ております。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 ぜひ、市民の方がしっかり認識して、その情報をい

ただくための、登録するにしても、やっぱり市民の方

が認識していなければ、その先には進まないと思いま

すので、しっかり認識していただけるようにお願いし

たいと思います。ガイドのほうですけども、今年度中

にという、最初補正予算でついておりましたけども、

繰越明許ということで掲載されていたと思いますが、

いつ頃の予定で、あと各地域のほうからも意見を聞い

ているということを伺っておりますけど、その中に女

性の意見とかはあったかどうか、お伺いしたいと思い

ます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀   剛 君） 

 ただ今お話をしました防災情報ガイドにつきまして

は、今年度の作成ということで進めておりました。実

は山形県のほうで、河川のほうのハザードマップにつ

いて、今年度大幅な見直しを今行っております。その

関係については、来年度から適用させるということで、

今県のほうで動いておりまして、実はその防災情報ガ

イドブックについては、そのハザードマップを取り入

れるということで、繰越明許させていただいたという

ことで、上程させていただいたところでありました。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 もう１点、地域のほうから声をいただいているとあ

りますけど、女性の意見とかはその中に入っています

でしょうか。 



◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀   剛 君） 

 各地区の区長さん、要するに自主防災会の会長さん

という形で、各地区のほうで説明会を行っております。

その中で、やはり各地区とも、私だけでは決められな

いということで、地区に持ち帰って、その意見をもと

にしてまた総務のほうと打ち合わせさせていただくと

いう地区がかなりございました。地区のほうで、いろ

いろ役員さんなり、いろいろお話をさせていただいた

ような形で、うちのほうにもいろいろな意見が届いて

おりますが、女性、男性という形、良く分かりません

けれども、基本的には地区の役員さんのあたりが集ま

っていただいているのかなとは思っております。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 より多くの方の声をしっかりと集約していただいて、

すばらしいガイドブックを作成していただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。時期的には

やはり１番新しいハザードマップを活用するというこ

となので、目途としてはいつ頃発刊を予定してますか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀   剛 君） 

 大変申し訳ありませんでした。やはりあの、まだ県

のほうで正式な形でのハザードマップという形になっ

てないようでございますので、５月以降あたり、５月

中ぐらいにはどうかなという回答かなと思っておりま

す。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 ではぜひしっかりとした情報を載せていただいて、

しっかり市民の方に認識していただける形で周知をお

願いしたいと思います。 

 次に健康増進課のほうで、予算書のほうが92ページ、

93ページ、４款１項６目のほうで、多岐にわたる検診

のほうが掲載されておりますが、やはり市民の健康を

守るためには、やはりどんな病気でも早期発見、早期

治療ということで、検診が推進されておりますが、婦

人科検診の内容についてお伺いしたいと思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 健康増進課長。 

◎健康増進課長（横 沢 康 子 君） 

 小関委員にお答えいたします。本市で実施しており

ます婦人科検診の状況でございます。乳がん検診と子

宮頸がん検診を両方受診できる検診として、人間ドッ

クとレディース検診を行っております。それから20歳

以上の方を対象にしまして、子宮がん検診のみを受診

できる子宮がん検診ということで、３種類の検診の内

容で実施をしているところでございます。以上になり

ます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 やはり、婦人科にとって乳がんにしても子宮頸がん

にしても、本当に発見する、やっぱり検診をしなけれ

ば、まず検診を受けてもらうということが大変大事な

ってくると思います。その中で、山形で開業されてい

る女性のクリニックの医師の方の講演を聞く機会があ

った時に、婦人科検診の中では、乳がん、子宮頸がん

の検診は多く行われているが、やはり子宮体がんとい

うのがあるということで、その３つをしっかりと受け

ていくことが、早期発見につながるという講演を聞い

た記憶がありまして、私の知り合いもやはり乳がん、

子宮頸がんも毎年受けていたけど、その体がんが見つ

けられなくて、でもその方は子宮頸がんを検診したこ

とによって、子宮体がんという、発見につながってい

ったようなんですけども、やはりしっかりとその乳が

ん、子宮頸がん、子宮体がんという、３点をセットに

した検診をすることによって、より早期発見ができる

のではないかと思いますけど、そこはどのようにお考

えでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 健康増進課長。 

◎健康増進課長（横 沢 康 子 君） 

 小関委員にお答えいたします。子宮体がんの検診に

つきましては、通常、頸がんの検診の時の問診、最初

に行います問診の中で、検診までの６カ月間において、

何らかの自覚症状といいますか、異常があるという方、

子宮がんのハイリスク症状の項目に該当されるような

方があった場合に、まずは第１の選択としては、医療

機関を受診をするということがまず勧められているも

のであります。その中でも、本人の同意があれば頸が

ん検診のあとに体がん検診を受診することができるも

のとされておりまして、体がん検診は十分な安全管理

のもとで検査をすることが必要だということで、ほと

んどの場合、医療機関のほうで検診を受診しなければ

ならないようなことになっております。県内の市町村



では、山形市、上山市、天童市で行っておりますけれ

ども、やはり頸がんの検診をやった結果、ハイリスク

に該当するような場合、なおかつ本人が同意された場

合は体がんの検診というふうにつながっているようで

ございます。このような状況を考えますと、まずはじ

めにやっぱり頸がん検診を推進することがまずは第１

に大事なのかなと考えております。問診の際にそのよ

うなハイリスクの症状に該当するような方がいらっし

ゃった場合については、体がん検診にり患するリスク

が高いよということで、説明をした上で、症状が何か

あった場合は、速やかに医療機関を受診をするという

ことを勧めるような指導を行いながら、婦人科検診に

ついては、今後も、今年度、これまで同様の頸がん検

診と乳がん検診ということで進めていきたいと考えて

いるところです。以上になります。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 やはり第１歩というのが乳がんと子宮頸がんのセッ

トということでお伺いしてたと思いますが、やっぱり

その上での次の段階ということで、しっかりと問診し

た上でという取り組みがされているということはお聞

きしておりますので、であればやはり、今すぐでなく

とも、そういうふうにしっかりと体がん検診につなが

る形で、しっかりと伝達というか、その受診者がしっ

かりと理解できるような形で進めていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 次に予算書の114ページ、115ページ、８款２項２目

の除雪のことに関してお伺いしたいと思います。今年

は昨年のシーズンよりも降雪が少なかったといっても、

１月にはかなりの降雪があって、市内除雪していただ

いているわけですけども、市内の中で信号機のない十

字路、またはＴ字路など、除雪はしっかりされている

んですけど、左右の確認が大変しづらいという、ちょ

っと市民の方の声がありまして、90度の除雪ではなく、

ちょっと面を削ったような、様するに安全確認がしや

すい除雪の方法はできないかという声があったんです

けども、そこはどういうふうに対応することはできる

でしょうか。お伺いします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 建設課長。 

◎建設課長（近 藤 二 弘 君） 

 お答えいたします。冬期間の交差点の安全対策とい

うふうなことでございますが、冬期間の交差点の除雪

に関しても、なるべく丁寧な除雪を行って、できるだ

け安全な交差点というふうなことで、シーズン前に除

雪の作業の打ち合わせを行う際に、各除雪業者にお願

いはしているところでございます。ただやはり、交差

点の雪処理について、通常の除雪作業ではなかなか難

しいものがあると考えております。交差点の安全につ

いては、排雪作業を行うことによって解消されますの

で、なるべく早め早めの排雪作業を今年度については、

これまで以上に行ってきたところでございます。今後

とも、そのような形で交差点の安全対策を図ってまい

りたいと思いますが、ただ常に交差点に雪がない状態

にしておくというふうのは困難でございますので、こ

の辺どういった対応があるか今後、今シーズンの反省

といいますか、振り返りを除雪業者のほうと行ってま

いりますので、その中でも検討してまいりたいと思い

ます。 

 交差点の安全対策としては、カーブミラーを設置す

るようなことでの対応も行っているところもあります

ので、その辺も含めまして、今後交差点の安全対策、

検討してまいります。以上でございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 やはり降雪がひどい時には、やっぱり大変な状況で、

また吹雪の状況などとなってくると、なかなか安全確

認がきびしくなってくるということで、夜間に関して、

様するにライトをつけてからだと確認はだいぶ楽にな

るんだけど、日中本当に分かりずらい、信号がないか

らなおさら、あとやっぱり徐々に徐々に前進して確認

はしてるんだけど、やはり優先車線のほうだとかなり

やっぱりスピードも出してくる時があるということで、

やっぱりそこをしっかりと確認する側が安全に確認で

きるような対応をぜひお願いしたいと思います。 

 次に、予算書の128ページ、134ページの小中学校関

連について、10款２項と10款３項、小中学校の防災に

ついて全体での防災教育でお伺いしたいと思います。 

 先ほども東日本大震災から８年ということで、黙祷

させていただきましたが、各小学校、中学校で現在被

災地での防災教育とか訪問支援というのは、どういう

形で行われているでしょうか。お伺いいたします。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 教育指導室長。 

◎教育指導室課長（下河辺 敏 弥 君） 

 被災地に関連した防災教育ですけども、まず小学校

６校のうち修学旅行、人数が少ないために１年おきに

やっている学校を除きまして、５校中４校が行程に被



災地を入れているようです。あと関連しましては、以

前青野委員からご紹介ありましたアイリンプロジェク

トの花植え、これは被災地に咲いた一輪の花から学ぶ

防災教育なんですけども、これを昨年実施した学校が

あります。また鶴子小学校では大根売り上げ金の一部

を被災地への義援金として先日市のほうにいただいた

ところです。以上です。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 大変その東日本大震災を忘れないということは、大

事なことであると思います。やはり１番怖いのが風評

と合わせて風化というのがあると思います。そして８

年が経ったということは、当時０歳だった人が今小学

校２年生ぐらいになっていると思いますので、おそら

く当時小学校の人だと記憶はうっすらあると思うんで

すけど、やはり８歳か、ましては小学生というと、そ

の防災という記憶がたぶんないし、経験も、体験の中

にも、おそらく記憶の中にもなくなってるのではない

かなと思いますので、なおさらしっかりとその修学旅

行の中で被災地を訪れるということは大変に大事なこ

とかなと思っております。やはり、被災から私も毎年、

いろんな被災地のほうに、各地に出向かせていただい

て、毎年行かせていただいておりますが、やはり１番

発災の年に石巻に行かせていただいた時に、やはり地

元の人から聞こえた声は、毎年ずっと、ずっと来てく

ださることが１番の支援になりますというのが、１番

心に残っておりまして、あの当時はやはり世界的にも

いろんな、まだ全国的にもいろんな人がボランティア

とか入っておられたけども、実際だんだんと少なくな

っているという現状もお聞きしております。そういう

中で、やはり小学校、また中学校がしっかりと現地に

赴いて、おそらく赴く前にはしっかりと学習をしてか

ら伺ってると、防災教育をしてから伺ってると思いま

すので、それをしっかりと受け継いでいく、続けてい

くことが大切になると思いますので、今後とも続けて

いただきたいと思います。小学校のほうはありました

けど、中学校のほうでは行われているんでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 教育指導室長。 

◎教育指導室長（下河辺 敏 弥 君） 

 中学校のほうはまず修学旅行は東京、関東方面です

ので、被災地に赴くようなことはしておりません。た

だ、義援金とかの活動は行っているようです。また震

災以来、各教科で防災に関する授業も扱うようになっ

ております。理科や社会科や家庭科などで扱ってます

ので、その場面での防災教育、震災関連の授業は行わ

れているはずです。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 やはりいろんな形での防災教育を行っているという

ことでありましたけど、やはり現地に赴くということ

も大変大事なのではないかと思います。最近ニュース

にするのは、震災遺構としては残すもの、残していく

のは大変だから解体するものということで、各自治体

で変わって、いろいろと形を取って、防災を伝えてい

くということが、それぞれの自治体で行われています

が、やはり小学生が行っているように、中学生も何ら

かの形で被災地に行くということと、その現地で見る

ということは大事なのではないかなと思います。６年

生がそうやって現地に赴いた時に、あれから何年経っ

て、２年、あるいは３年経った時に、違っている、こ

れだけこう変化しているということも、やはりその目

で、体で体験していくこともやはり自分自身の身を守

る防災になっていくのではないかなと思いますので、

ぜひそういう、その中学校でもできるようなことを検

討して、考えていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 最後に134ページ、10款３項１目のスクールバス運行

業務でお伺いしたいと思います。スクールバスはやっ

ぱり学校統廃合でだいぶ路線が増えていると思います

が、何路線で今運行されているでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（山 口 清 孝 君） 

 中学校のスクールバス運行業務についてお答えいた

します。現在、宮沢地区が２路線、常盤地区が２路線

の４路線でございます。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 ありがとうございます。やっぱり統廃合によってや

はりスクールバスで運行しなければ、登下校ができな

いという距離感になってきたということだと思います。

その中で、ちょっと小学校とも関連してきているんで

すけど、福原小学校が開校したことによって、やはり

福原地区が全体からスクールバスで登校するというこ

とになって、今度中学校、福原中学校になった時に、

冬に関してはスクールバス運行で登校しているとお聞



きしてるんですけど、夏の場合は自転車でということ

であるですけども、やはり自転車では行けない天候に

なった時に、やはり家族のほうで送迎しているという

お聞きしまして、市内だけ、家族だけだといいんです

けど、家族でできない時に、隣のまちの、ようするに

自分のじいちゃん、ばあちゃんに、奥さんとかの実家

のほうまで登下校のお願いするっていう電話をもらっ

て、何とかスクールバス出してもらえないのかと、そ

ういう声があったんですけども、やはりそういうとこ

ろは、冬だけでなく、夏のスクールバスということは

できないんでしょうか。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（山 口 清 孝 君） 

 今の小関委員仰ったように、統廃合によりまして通

学距離が長くなった学校の児童、生徒について、スク

ールバス対応してございますが、特に冬期間など降雪

などで道路の狭隘化、狭くなって危ない路線とかがあ

った場合は、対応可能な範囲でバスを臨時に運行して

いるところはございます。ただ原則として、統廃合と

いうものがございます。したがいまして、これは福原

だけではなくて、市内全域の課題なのかなというふう

に考えておりますので、その辺は今現在、スクールバ

ス９台と運行前の路線バス２台も利用させていただい

て、小中全体で11台で16路線をカバーしております。

そんなこともありますので、全体的な調整として検討

させていただければというふうに思います。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 小関英子委員。 

◎小 関 英 子 委員 

 ありがとうございます。やはり統廃合によってスク

ールバスの台数が増えてきたということもあって、や

っぱり運行上もやはり路線の数プラス、バスを朝の段

階で２箇所に時差で使っているとかとお聞きしており

ますので、本当に工夫されながらその９台、そしてこ

の２台入るスクールバスで対応されているということ

は、大変時間帯の、登校時間なんかの制約のある中で、

大変厳しい時間帯設定になるのかとも思いますが、や

はり安心安全な登下校の生徒、児童を守るためにも、

大変だと思いますが、しっかり工夫していただいて、

安全を守っていただきたいと思います。以上で、私の

総括質疑を終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

◎予算特別委員長（奥 山   格 委員） 

 以上で、小関英子委員の質疑を打ち切ります。 

 本日の委員会はこの程度にとどめ、明日12日午前10

時より、引き続き総括質疑を行います。 

 本日は、これにて散会いたします。大変ご苦労様で

ございました。 

 

            散 会  午後３時27分  


